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		科学者委員会（学術研究振興分科会）



		委員長

		森田　一樹

		副委員長

		山本　晴子

		幹事

		山崎　典子、早川　誠



		主な活動

		審議内容



		

		25期に

１．重要な学術研究の計画に関する検討

２．研究資金（科研費・寄付金等）に関する諸問題の検討

３．研究評価基準に関する問題の整理と課題の抽出

を経て公表した提言「未来の学術振興構想（2023年版）」の周知・普及を行い、国民等の思いやニーズ・関心を把握するための双方向コミュニケーションの充実を図る。



		

		意思の表出（※見込み含む）



		

		提言「未来の学術振興構想（2023年版）」の改訂



		

		開催シンポジウム等



		

		学術フォーラム「未来の学術振興構想 －実現に向けて－」開催（令和６年10月４日）



		開催状況

		第1回 学術研究振興分科会　令和６年２月28日



		今後の課題等

		25期に公表した提言のフォローアップを念頭に、アンケート等を通して、今後20～30 年先を見通す学術振興の「19 のグランドビジョン」とそれを実現するための「学術の中長期研究戦略」の内容を精査し、必要に応じて更新を検討する。
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集計

				問1.　本提言の策定に先立ち、「未来の学術振興構想」の策定に向けた「学術の中長期研究戦略」の公募があったことをご存知でしたか？

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		14

				生命科学 セイメイカガク		18

				理学・工学 リガク コウガク		16

				はい				48

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		44

				生命科学 セイメイカガク		31

				理学・工学 リガク コウガク		25

				いいえ				100

				その他 タ		1

				その他 タ				1

				合計 ゴウケイ				149

				問1-1.　問１で「1.はい」と回答の場合、学・協会内で応募に関する議論が行われましたか？

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		3

				生命科学 セイメイカガク		6

				理学・工学 リガク コウガク		8

				はい				17

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		11

				生命科学 セイメイカガク		10

				理学・工学 リガク コウガク		7

				いいえ				28

				その他 タ		3

				その他 タ				3

				合計 ゴウケイ				48

										→「はい」と回答した17の学協会から13件の「学術の中長期研究戦略」の応募があった カイトウ ガクキョウカイ ケン ガクジュツ チュウチョウキ ケンキュウセンリャク オウボ

																				（人文・社会科学1件、生命科学３件、理学・工学９件） ジンブン シャカイカガク ケン セイメイカガク ケン リガク コウガク ケン



				※なお、アンケート調査で回答のあった学協会からは、14件の「学術の中長期研究戦略」の応募があった。 チョウサ カイトウ ガクキョウカイ ケン ガクジュツ チュウチョウキ ケンキュウ センリャク オウボ																												（参考）学術分野 サンコウ ガクジュツ ブンヤ

				　（上記と差分２件は、問1-1（学協会内での議論）で「いいえ」と回答があった１件【地球電磁気・地球惑星圏学会】。）																												理学・工学 リガク コウガク

				GV②, No.7「地球電磁気学と考古学・人類学の連携による第四紀研究の新たなパラダイム構築」（地球電磁気・地球惑星圏学会）																												理学・工学 リガク コウガク

				GV②⑦, No.9「ヒトを理解する「知」を総合した霊長類学」（日本霊長類学会） ニホン レイチョウルイ ガッカイ																												人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク

				GV④, No.22「顧みられない未利用種（NUS）の遺伝的改良に基づく持続可能な agro-ecosystem の確立」（日本育種学会） ニホン イクシュ ガッカイ																												生命科学 セイメイ カガク

				GV⑤⑥, No.36「患者主体的医療体制の実現とそれを支えるヘルスリテラシー教育体制を構築」（日本医療薬学会） ニホン イリョウ ヤクガクカイ																												生命科学 セイメイ カガク

				GV⑨⑫, No.65「 地球型惑星のデジタルツイン」（日本気象学会） ニホン キショウ ガクカイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑩, No.70 「宇宙・地球研究資料のアーカイブ化とキュレーションシステムの構築」（日本地質学会） ニホン チシツ ガッカイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑪⑬, No.93「数理科学と社会科学に基づいた分野横断的な先進的自然災害予測・評価による防災・復興の実現と国際社会への発信」（日本応用数理学会） ニホン オウヨウ スウリ ガッカイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑫, No.104「 有人・無人航空機による気候・地球システム科学研究の推進」（日本気象学会） ニホン キショウ ガクカイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑫, No.105「 深海アルゴフロートの全球展開による気候・生態系変動予測の高精度化」（日本海洋学会） ニホン カイヨウ ガッカイ																												生命科学 セイメイカガク

				GV⑬,  No,113「水環境における物質循環と生態系の完全理解に基づいた持続可能社会の確立を目指した超分野融合学術体系の構築」（日本水環境学会） ニホン ミズ カンキョウ ガクカイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑭, No.123「2050 年以降への持続的カーボンニュートラル社会を実現する低温工学および超電導工学体系の創出」（低温工学・超電導学会） テイオン コウガク チョウデンドウ ガッカイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑭, No.124「 表面科学と真空技術のシナジー効果による次世代科学技術の推進」提案（日本表面真空学会） テイアン ニホン ヒョウメン シンクウ ガッカイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑯, No.144「２１世紀の量子プローブ「ミュオン」を用いた学際科学の新展開」（日本中間子科学会） ニホン チュウカンシ カガク カイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑯, No.146「 中性子ビーム利用の中長期研究戦略」（日本中性子科学会） ニホン チュウセイシ カガク カイ																												理学・工学 リガク コウガク





				問2.　この提言「未来の学術振興構想（2023 年版）」が発出されたことをご存知でしたか？

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		23

				生命科学 セイメイカガク		16

				理学・工学 リガク コウガク		20

				はい				59

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		35

				生命科学 セイメイカガク		33

				理学・工学 リガク コウガク		21

				いいえ				89

				その他 タ		1

				その他 タ				1

				合計 ゴウケイ				149

				問2-1.　問２で「1.はい」と回答の場合、それを受けて学・協会内での議論はありましたか？

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		2

				生命科学 セイメイカガク		4

				理学・工学 リガク コウガク		6

				はい				12

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		21

				生命科学 セイメイカガク		11

				理学・工学 リガク コウガク		14

				いいえ				46

				その他 タ		1

				その他 タ				1

				合計 ゴウケイ				59

				問3.　10月4日（金）開催の学術フォーラム「未来の学術振興構想－実現に向けて－」をに参加予定ですか？（されましたか？）

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		8

				生命科学 セイメイカガク		9

				理学・工学 リガク コウガク		12

				はい				29

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		50

				生命科学 セイメイカガク		40

				理学・工学 リガク コウガク		29

				いいえ				119

				その他 タ		1

				その他 タ				1

				合計 ゴウケイ				149



問１　本提言の策定に先立ち、「未来の学術振興構想」の策定に向けた「学術の中長期研究戦略」の公募があったことをご存知でしたか？





人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	14	18	16	44	31	25	1	

人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	48	100	1	



問２.　この提言「未来の学術振興構想（2023 年版）」が発出されたことをご存知でしたか？





人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	23	16	20	35	33	21	1	

人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	59	89	1	



問３.　10月4日（金）開催の学術フォーラム「未来の学術振興構想－実現に向けて－」をに参加予定ですか？（されましたか？）





人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	8	9	12	50	40	29	1	

人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	29	119	1	



問１－１.　問１で「はい」と回答の場合、学・協会内で応募に関する議論が行われましたか？





人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	3	6	8	11	10	7	3	

人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	17	28	3	



問2-1.　問２で「1.はい」と回答の場合、それを受けて学・協会内での議論はありましたか？





人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	2	4	6	21	11	14	1	

人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	12	46	1	



【調査概要】
・調査名称：提言「未来の学術振興構想（2023 年版）」に関するアンケート調査
・調査実施期間：2024年９月９日（月）～10月15日（火）
・調査実施主体：日本学術会議科学者委員会学術研究振興分科会
・調査対象：日本学術会議協力学術研究団体
・調査方法：オンライン
・有効回答数：149件 （人文・社会科学59団体、生命科学49団体、理学・工学41団体）
　　　　　　　※重複回答１件及び協力学術研究団体の確認が取れなかった１件の合計２件を除いた。



2024.08.29.00.00_scj_opinion-02

				学・協会名		学・協会名＜作業用＞ サギョウヨウ		学術研究領域＜学会名鑑より＞		分野（人文・社会科学、生命科学、理学・工学）※環境学は理学・工学へ ブンヤ ジンブン シャカイカガク セイメイカガク リガク コウガク カンキョウガク リガク コウガク				記入者氏名（漢字）		記入者氏名（フリガナ）		学・協会での役職		メールアドレス（半角）		問1.　本提言の策定に先立ち、「未来の学術振興構想」の策定に向けた「学術の中長期研究戦略」の公募があったことをご存知でしたか？		（問1-1.　問１で「1.はい」と回答の場合、学・協会内で応募に関する議論が行われましたか？）		問2.　この提言「未来の学術振興構想（2023 年版）」が発出されたことをご存知でしたか？		（問2-1.　問２で「1.はい」と回答の場合、それを受けて学・協会内での議論はありましたか？）		（問2-2.　問2-1で「1.はい」と回答の場合、提言の活用方法、追加すべき「学術の中長期研究戦略」や「グランドビジョン」について出されたご意見があれば、具体的に教えてください。）		問3.　10月4日（金）開催の学術フォーラム「未来の学術振興構想－実現に向けて－」をに参加予定ですか？（されましたか？）		（問3-1.　問３で「1.はい」と回答の場合、参加された結果、本提言内容の理解が深まりましたか？）		（問3-2.　問３で「1.はい」と回答の場合、学術フォーラムの内容について、ご意見、ご感想があればお書き下さい。）		問4.　「未来の学術振興構想」をより良いものにするための提案があればご教示下さい。総論でも身近な分野に関する具体的なご意見でも結構です。なお、学・協会内からではなく、回答者個人のご提案・ご意見の場合には、その旨もお書き添えください。		提言「未来の学術振興構想（2023年版）」策定のための「学術の中長期研究戦略」の応募状況 テイゲン ミライ ガクジュツ シンコウ コウソウ ネンバン サクテイ ガクジュツ チュウチョウキ ケンキュウ センリャク オウボ ジョウキョウ																問1.　本提言の策定に先立ち、「未来の学術振興構想」の策定に向けた「学術の中長期研究戦略」の公募があったことをご存知でしたか？		（問1-1.　問１で「1.はい」と回答の場合、学・協会内で応募に関する議論が行われましたか？）		問2.　この提言「未来の学術振興構想（2023 年版）」が発出されたことをご存知でしたか？		（問2-1.　問２で「1.はい」と回答の場合、それを受けて学・協会内での議論はありましたか？）				問3.　10月4日（金）開催の学術フォーラム「未来の学術振興構想－実現に向けて－」をに参加予定ですか？（されましたか？）		（問3-1.　問３で「1.はい」と回答の場合、参加された結果、本提言内容の理解が深まりましたか？）

		1

齊藤 美穂(SAITO Miho): ２回回答があったため、２回目の回答を採用
		公益社団法人低温工学・超電導学会		低温工学・超電導学会								齊藤　隆		さいとう　たかし		事務局長		cssj@csj.or.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								2.いいえ		2.いいえ		2.いいえ						2.いいえ		

		2		経営学史学会		経営学史学会		経営学 ケイエイガク		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		米田　晃		ヨネダ　コウ		学会事務局担当委員		shmt.gakushijimu@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		3		たたら研究会		たたら研究会		史学　地域研究　経済学　化学　材料工学　社会学 シガク チイキ ケンキュウ ケイザイガク カガク ザイリョウ コウガク シャカイガク		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		野島　永		ノジマ　ヒサシ		事務局長		nojima@hiroshima-u.ac.jp		2.いいえ		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						現在、事務局等で学術振興構想について意見の提出を求めております。																		12.いいえ		12.いいえ2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		4		日本刑法学会		日本刑法学会		法学 ホウガク		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		橋爪　隆		ハシヅメタカシ		常務理事		info@clsj.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		5		日本ケベック学会		日本ケベック学会		社会学　経営学　経済学　法学　哲学　政治学　史学　言語・文学　心理学・教育学　地域研究		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		関　未玲		セキ　ミレイ		事務局幹事長		sekimirei@rikkyo.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		6		日本ヒューマンケア・ネットワーク学会		日本ヒューマンケア・ネットワーク学会		心理学・教育学　基礎医学　臨床医学　健康・生活科学　地域研究　総合工学　電気電子工学　機械工学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		伊藤　智彰		イトウ　トモアキ		理事		rehanet@saitama-med.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						提言書を各学会等に送付するなど、より広報活動を行ってはいかがでしょうか。（回答者個人意見）																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		7		公益社団法人低温工学・超電導学会

齊藤 美穂(SAITO Miho): 前回、学術の中長期研究戦略の応募があった学協会を、黄色セル朱書きとしています。		低温工学・超電導学会		機械工学　材料工学　電気電子工学　物理学		理学・工学 リガク コウガク		3		齊藤　隆		さいとう　たかし		事務局長		cssj@csj.or.jp		1.はい		1.はい		2.いいえ						2.いいえ								GV14,No.123「2050 年以降への持続的カーボンニュートラル社会を実現する低温工学および超電導工学体系の創出」提案（低温工学・超電導学会） テイアン テイオン コウガク チョウデンドウ ガッカイ																31.はい		31.はい1.はい		32.いいえ						32.いいえ		

		8		一般社団法人中日教育研究学会		中日教育研究学会		哲学　心理学・教育学　基礎医学　地域研究　史学　言語・文学　健康・生活科学　食料科学　社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		呂 暁?		ロ　ショウトン		代表理事兼会長		zhongri@scjer.com		1.はい		2.いいえ		2.いいえ						1.はい,2.いいえ						ありがとうございました。次回からしっかり参加せていただきます。																		11.はい		11.はい2.いいえ		12.いいえ						11.はい,2.いいえ		

		9		公益社団法人 日本工学会		日本工学会		総合工学		理学・工学 リガク コウガク		3		井上 雅則		イノウエ マサノリ		事務局長		eng@jfes.or.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		10		日本情報ディレクトリ学会		日本情報ディレクトリ学会		社会学　情報学　心理学・教育学　経営学　地域研究		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		豊谷　純		トヨタニ　ジュン		事務局長		toyotani.jun@nihon-u.ac.jp		2.いいえ		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		11		日本寄生虫学会		日本寄生虫学会		薬学　基礎生物学　臨床医学　基礎医学		生命科学 セイメイカガク		2		丸山治彦		マルヤマハルヒコ		理事長		hikomaru@med.miyazaki-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		12		日本情報教育学会		日本情報教育学会		数理科学　健康・生活科学　情報学　哲学　心理学・教育学　社会学		理学・工学 リガク コウガク		3		加納寛子		カノウ　ヒロコ		会長		kanoh@cc.yamagata-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						1.はい		3.よくわからない				AI関連の内容をもっと盛り込むべきだと思う。8月に海外のAI関連に関心を持つ人のハッカソンが行われ、1000人ほどの人が参加していた。世界中の人が集まっていたが、そこに、日本人は見当たらなかったし、少なくとも上位に浮上している中にはいなかった。このままでは日本はAI後進国まっしぐらだと思う。日本でAI研究者として持ち上げられている人は、自画自賛好きで、あまりにレベルが低すぎるように見受けられる。私はソースコードを書くハッカーではないが、何処がどう遅れているかは把握しているつもりだ。																		32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						31.はい		31.はい3.よくわからない

		13		日本知的資産経営学会		日本知的資産経営学会		経営学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		伊藤　和憲		イトウ　カズノリ		会長		itoh@isc.senshu-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						特にありません。																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		14		日本周産期・新生児医学会		日本周産期・新生児医学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		田中　守		タナカ　マモル		理事長		mtanaka@keio.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		15		一般社団法人　日本肝臓学会		日本肝臓学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		中北　雄司		ナカキタ　ユウジ		事務局次長　		nakakita@jshep.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		16		日本視覚学会		日本視覚学会		情報学　物理学　心理学・教育学		理学・工学 リガク コウガク		3		金子　寛彦		カネコ　ヒロヒコ		会長		kaneko.h.ab@m.titech.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		17		一般社団法人　日本計算機統計学会		日本計算機統計学会		情報学　数理科学　総合工学		理学・工学 リガク コウガク		3		中村智洋		ナカムラトモヒロ		庶務理事		nakamurat@kyoto-wu.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		18		日本貿易学会		日本貿易学会		史学　経済学　地域研究　法学　言語・文学　経営学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		長田　元		ナガタ　ゲン		事務局長		nagata@gifu.shotoku.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		19		日本膵臓学会		日本膵臓学会		基礎医学　臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		正宗淳		マサムネアツシ		理事長		atsushi.masamune.d2@tohoku.ac.jp		1.はい				1.はい						1.はい																								21.はい		21.はい		21.はい						21.はい		

		20		日本計算数理工学会		日本計算数理工学会		総合工学　情報学　機械工学　土木工学・建築学　電気電子工学　数理科学　物理学		理学・工学 リガク コウガク		3		植田毅		ウエタツヨシ		会長		tsuyoshi_ueta@jikei.ac.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		21		地球電磁気・地球惑星圏学会		地球電磁気・地球惑星圏学会		地球惑星科学		理学・工学 リガク コウガク		3		横山 竜宏		ヨコヤマ タツヒロ		運営委員		yokoyama@rish.kyoto-u.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ								GV2,No.7地球電磁気学と考古学・人類学の連携による第四紀研究の新たなパラダイム構築（地球電磁気・地球惑星圏学会）																31.はい		31.はい2.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		22		日本泌尿器内視鏡ロボティクス学会		日本泌尿器内視鏡ロボティクス学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		宮嶋　哲		ミヤジマ　アキラ		理事		akmzally@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		23		一般社団法人情報システム学会		情報システム学会		心理学・教育学　電気電子工学　経済学　経営学　情報学　哲学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		岩崎和隆		イワサキカズタカ		常務理事総務委員長兼事務局長		aoikeneko@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		24		日本ピューリタニズム学会		日本ピューリタニズム学会		史学　地域研究　法学　哲学　言語・文学　経済学　政治学　社会学　心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		圓月　勝博		エンゲツ　カツヒロ		会長		kengetsu@mail.doshisha.ac.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		25		比較舞踊学会		比較舞踊学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		今西　ひとみ		イマニシヒトミ		事務局長		hikakubuyoujimu@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		26		東京地学協会		東京地学協会		地球惑星科学		理学・工学 リガク コウガク		3		松本　良		マツモトリョウ		理事　副会長		ryom@beetle.ocn.ne.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				1.はい		3.よくわからない				（以下、個人的な見解です）
気候変動・ゼロエミッション・原子力が国ー行政の課題であり学術サイドからのインプットが重要な役割を果たすべき喫緊の課題と考えます。今や学術と国ー行政の間のオープンな議論が必須ですが、政治的な思惑により懸念や対処方針が共有されていない現状が問題。産業界も巻き込み率直な議論を展開するフォーラムやプラットフォームの構築が必要と感じます。																		31.はい		31.はい2.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				31.はい		31.はい3.よくわからない

		27		東北矯正歯科学会		東北矯正歯科学会		歯学		生命科学 セイメイカガク		2		川鍋　仁		カワナベ　ヒトシ		総務		kawanabe5515@gmail.com		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		28		公益社団法人　日本航海学会		日本航海学会		総合工学　法学　機械工学		理学・工学 リガク コウガク		3		竹本　孝弘		タケモト　タカヒロ		会長		takemoto@kaiyodai.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						1.はい																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						31.はい		

		29		システム制御情報学会		システム制御情報学会		総合工学		理学・工学 リガク コウガク		3		野田哲男		ノダアキオ		会長		akio.noda@oit.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		30		日本景観生態学会		日本景観生態学会		統合生物学　地球惑星科学　土木工学・建築学　環境学　基礎生物学　農学		生命科学 セイメイカガク		2		丹羽英之		ニワヒデユキ		幹事		niwa.hideyuki@kuas.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		31		日本港湾経済学会		日本港湾経済学会		土木工学・建築学　環境学　政治学　地域研究　経営学　社会学　史学　経済学		理学・工学 リガク コウガク		3		河野公洋		コウノキミヒロ		副会長・事務局長		office@port-economics.jp		1.はい		2.いいえ		2.いいえ						2.いいえ						目先の話ですが、現在、総じて文系学会の団塊世代の大量退会による会員減が問題となっております。「未来の学術振興構想」は大切な案件と理解していますが、学会の体制維持に全勢力をつぎ込んでいる状況です。関心が無い訳ではありませんが、事情をお察し下さい。																		31.はい		31.はい2.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		32		日本研究皮膚科学会		日本研究皮膚科学会		基礎医学　臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		宮崎ゆか子		ミヤザキユカコ		事務局職員		office@jsid.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		33		プラズマ・核融合学会		プラズマ・核融合学会		総合工学　電気電子工学　地球惑星科学　物理学		理学・工学 リガク コウガク		3		安藤　晃		アンドウ　アキラ		会長		akira.ando.a1@tohoku.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						　（今回の提言について当学会内で公的に議論する予定はないため、個人的な感想です。）各「ビジョン」はよく考えられた内容ですが、さらに一段高い分野横断的な視点から検討を加えた「グランドビジョン」の内容について意見させて頂きます。
　まず全体的にデジタル技術に依存した記述が多いのが気になります。グランドビジョンは未来の学術振興構想を構築する礎となる概念であるべきで、一方でデジタル技術はそのための手法です。デジタル技術に依存した学術のみが振興の対象となるようにも読み取れます。
　また、あえて最後の段で「物理学を中心とした先鋭的な学術をさらに進展させる」と記述していますが、「真理の追究であると同時に、地球上の人類の在り方を理解する」のは必ずしも物理学だけに限りません。なぜここに物理学を強調した記述をするのでしょうか？「おわりに」の章で、「本提言が、・・・具体的施策や予算措置に活かされることを期待」との記述があることから、一部の分野への予算偏重に寄与する意見がなされているとも取られてしまう懸念があります。
　個人的な杞憂にすぎないかも知れませんが、お伝えいたします。																		31.はい		31.はい2.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		34		電気学会		電気学会		電気電子工学		理学・工学 リガク コウガク		3		本吉　高行		モトヨシ　タカユキ		専務理事		motoyoshi@iee.or.jp		2.いいえ				2.いいえ						1.はい		3.よくわからない																						32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						31.はい		31.はい3.よくわからない

		35		民俗芸能学会		民俗芸能学会		地域研究　哲学　史学　社会学　言語・文学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		茂木栄		モギサカエ		代表理事		office@minzokugeino.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						特になし																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		36		日本都市社会学会		日本都市社会学会		社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		三田泰雅		ミタヤスマサ		事務局担当理事		mita@yokkaichi-u.ac.jp		2.いいえ		2.いいえ		2.いいえ						2.いいえ						取りまとめご苦労様です。
当学会としては議論しておりませんので、以下は回答者個人の意見です。

一見して自然科学的な傾きが強く、人文社会的な関心が弱い印象を受けました。
全体に「強者の研究」が羅列されているという感想です。
市井の人々の生きづらさの軽減を目指す研究構想があってもよいのではないかと思います。
具体策がなくて申し訳ありませんが、感想として申し上げます。
																		12.いいえ		12.いいえ2.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		37		日本肺サーファクタント・界面医学会		日本肺サーファクタント・界面医学会		薬学　基礎医学　歯学　臨床医学　健康・生活科学		生命科学 セイメイカガク		2		藤田　昌樹		フジタ　マサキ		事務局長		mfujita@fukuoka-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		38		日本育種学会		日本育種学会		農学		生命科学 セイメイカガク		2		岩田洋佳		イワタヒロヨシ		幹事長		hiroiwata@g.ecc.u-tokyo.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい		2023年度の「学術の中長期研究戦略」に提案するために、日本育種学会のメンバーに加え、日本作物学会、日本園芸学会などのメンバーも含めて議論を行った。議論の結果を学会内でまとめ、日本育種学会長から提出した。その後、提出した内容が提言に盛り込まれた。また、提言の発出後、議論というかたちではないが、上述した一連の過程について学会全体に情報が共有された。		1.はい		3.よくわからない		まだ実施されていないため、回答できません。		「学術の中長期研究戦略」については、単一の学会から提案するのではなく、関連学会などとともに、より大きなビジョンのもとで提案するのがよいと思われる（個人の提案・意見です）。なお、この点については、私が常任委員を担当していた際に日本農学会においても、議論がなされた。		GV4,No.22「顧みられない未利用種（NUS）の遺伝的改良に基づく持続可能な agro-ecosystem の確立」（日本育種学会） ニホン イクシュ ガッカイ																21.はい		21.はい1.はい		21.はい		21.はい1.はい				21.はい		21.はい3.よくわからない

		39		日本経営倫理学会		日本経営倫理学会		経済学　社会学　哲学　経営学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		潜道文子		センドウアヤコ		学会長		asendoh@ner.takushoku-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						地球規模の環境危機に対し、多様な専門分野の専門家が議論する場を創出し、かつ協力して学際的な研究を進めていくことが、持続的社会の構築につながると考える。																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		40		日本教育経営学会		日本教育経営学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		末松裕基		スエマツヒロキ		常任理事・教育関連学会連絡協議会担当		hiroki-s@u-gakugei.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						現時点では特になし。																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		41		日本植物形態学会		日本植物形態学会		基礎生物学		生命科学 セイメイカガク		2		高野博嘉		タカノヒロヨシ		会長		takano@kumamoto-u.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						「未来の学術振興構想」に関しては、重複する会員が多く、また会員の規模が大きい、関連する学会から提案がなされており、当学会単独で提案は行なっていない。当学会の会員も、それらの学会での提案等には関わっている。
問1－1等について、単純に数を集計して、活動が低い学会がある、という結論にならないように配慮いただけますと幸いです。																		21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		42		公益社団法人日本畜産学会		日本畜産学会		農学		生命科学 セイメイカガク		2		水野谷　航		ミズノヤ　ワタル		常務理事		mizunoya@azabu-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		43		日本ハンセン病学会		日本ハンセン病学会		臨床医学　社会学		生命科学 セイメイカガク		2		今野　桑子		イマノ　クワコ		事務員		postmaster@hansen-gakkai.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		44		クロマトグラフィー科学会		クロマトグラフィー科学会		数理科学　地球惑星科学　基礎生物学　機械工学　総合工学　健康・生活科学　化学　環境学　薬学　統合生物学　電気電子工学　農学　歯学　食料科学　臨床医学　基礎医学　材料工学　情報学		理学・工学 リガク コウガク		3		北川文彦		キタガワフミヒコ		事務局長		scs_secretary@chromsoc.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ						回答者個人として特段の意見はございません。																		32.いいえ		32.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		45		日本応用数理学会		日本応用数理学会		数理科学		理学・工学 リガク コウガク		3		速水 謙		ハヤミ ケン		会長		hayami@nii.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい		当学会の提言をもとに学会誌の特集号を編集した。		1.はい						構想を具体化する予算措置が望まれる。（個人）		GV11,13,No.93「数理科学と社会科学に基づいた分野横断的な先進的自然災害予測・評価による防災・復興の実現と国際社会への発信」（日本応用数理学会） ニホン オウヨウ スウリ ガッカイ																31.はい		31.はい1.はい		31.はい		31.はい1.はい				31.はい		

		46		日本魚類学会		日本魚類学会		統合生物学　基礎生物学　環境学		生命科学 セイメイカガク		2		井口恵一朗		イグチケイイチロウ		会長		keyichi@nagasaki-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		47		日本社会福祉学会		日本社会福祉学会		地域研究　心理学・教育学　哲学　経営学　経済学　史学　法学　社会学　言語・文学　環境学　政治学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		和氣純子		ワケジュンコ		会長		wake@tmu.ac.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ						「未来の学術振興構想」自体、私自身は会員なので知っているが、学術会議会員以外への周知が不十分であると考えます。学協会横断的でありながら、より身近なテーマで直接内容を知りえる企画や広報の体制を考える必要があると思います。本学会では、学術会議のお知らせは理事にはＭＬで周知されますが、それに対するレスポンスを集約する機会はなく、また一般会員にはお知らせが届かない（必要と思っていただけていない）現状にあります。今後、会員として学術会議を身近な存在と捉えていただく工夫を自身、および学会、および学術会議内の委員会等で考えてみたいと思います。
																		12.いいえ		12.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		48		日本分子生物学会		日本分子生物学会		基礎生物学		生命科学 セイメイカガク		2		中川　真一		ナカガワ　シンイチ		庶務幹事		info@mbsj.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						特定の分野に集中投資することも重要であるが、幅広い研究分野をサポートすることも重要である。現在、そのバランスが崩れつつある。今流行りの分野に投資するだけではなく、将来的に大きく発展する分野の目を育てるような研究への投資を増やしていくことが必要である。																		22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		49		一般社団法人日本調理科学会		日本調理科学会		心理学・教育学　地域研究　農学　食料科学　健康・生活科学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		真部　真里子		マナベ　マリコ		会長		mmanabe@dwc.doshisha.ac.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				1.はい						グランドビジョン達成に向けて、個々の研究者、個々の学・協会が独自に取り組むだけでなく、学・協会が協働するプロジェクトの構築などは考えられないでしょうか（個人意見）																		12.いいえ		12.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				11.はい		

		50		歴史地理学会		歴史地理学会		地域研究　史学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		天野宏司		アマノコウジ		庶務常任委員長		kouji10@surugadai.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		51		日本選択理論心理学会		日本選択理論心理学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		佐藤真司		サトウシンジ		事務局長		shinjisato@choicetheory.net		2.いいえ		2.いいえ		2.いいえ		2.いいえ				2.いいえ		2.いいえ																						12.いいえ		12.いいえ2.いいえ		12.いいえ		12.いいえ2.いいえ				12.いいえ		12.いいえ2.いいえ

		52		一般社団法人　日本海洋学会		日本海洋学会		統合生物学　地球惑星科学　環境学　数理科学　物理学　化学　基礎生物学		生命科学 セイメイカガク		2		江淵　直人		エブチ　ナオト		会長		ebuchi@lowtem.hokudai.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい		本学会が，関連学協会とともに提案した「深海アルゴフロートの全球展開による気候・生態系変動予測の高精度化」が，「未来の学術振興構想（2023年版）」に取り上げられたことを受けて，文科省の「学術研究の大型プロジェクトの推進に関する基本構想 － ロードマップ２０２３ －」への申請を検討し，東北大学を実施機関として申請を行った．		1.はい				開催前に回答しているため，問３－１，３－２については回答できません．		学術会議をとりまく状況が大きく変化している中で，将来・未来を見据えた構想をきちんと準備することは，我が国の学術の発展のためには欠かせないと考えます．今後も，公募形態を大きく変えることなく，定期的にアップデートし続けるこよが必要であると考えます．（回答者個人の意見です）		GV12,No.105「 深海アルゴフロートの全球展開による気候・生態系変動予測の高精度化」（日本海洋学会） ニホン カイヨウ ガッカイ																21.はい		21.はい1.はい		21.はい		21.はい1.はい				21.はい		

		53		日本地質学会		日本地質学会		地球惑星科学		理学・工学 リガク コウガク		3		辻森　樹		ツジモリ　タツキ		学術研究部会長		tatsukix@tohoku.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい				2.いいえ								GV10,No.70 宇宙・地球研究資料のアーカイブ化とキュレーションシステムの構築（日本地質学会） ニホン チシツ ガッカイ																31.はい		31.はい1.はい		31.はい		31.はい1.はい				32.いいえ		

		54		日本生物工学会		日本生物工学会		情報学　総合工学　健康・生活科学　化学　基礎医学　数理科学　食料科学　農学　環境学　基礎生物学　薬学　統合生物学　材料工学		理学・工学 リガク コウガク		3		秦　洋二		ハタ　ヨウジ		会長		y_hata@gekkeikan.co.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ						生物工学会からの提案はございません。																		32.いいえ		32.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		55		日本茶業学会		日本茶業学会		電気電子工学　農学　健康・生活科学　環境学　薬学　経営学　食料科学　機械工学　土木工学・建築学　化学　情報学		理学・工学 リガク コウガク		3		阿南豊正		アナントヨマサ		事務局長		jimukyoku@chagakkai.ec-net.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		56		日本子ども社会学会		日本子ども社会学会		心理学・教育学　社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		石黒万里子		イシグロマリコ		事務局長		m-ishiguro@tsu.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		57		日本結核・非結核性抗酸菌症学会		日本結核・非結核性抗酸菌症学会		臨床医学　薬学　基礎医学		生命科学 セイメイカガク		2		礒部 威		イソベ　タケシ		理事長		isobeti@med.shimane-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		58		日本感情心理学会		日本感情心理学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		稲垣勉		イナガキツトム		事務局長		ts_inaga@kufs.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		59		比較思想学会		比較思想学会		言語・文学　哲学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		中島隆博		ナカジマ　タカヒロ		会長		nakajima@ioc.u-tokyo.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						グランドデザインを拝見しましたが、既存の研究の延長線にあるものがほとんどで、分野を超えた新機軸に乏しいと思います。提案者に日本の研究者がずらっと並んでいるのも気がかりです。より開かれたビジョンに洗練されることを願います。																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		60		日本図書館文化史研究会		日本図書館文化史研究会		史学　社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		三浦太郎		ミウラタロウ		事務局長		office@jalih.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		61		日本スポーツパフォーマンス学会		日本スポーツパフォーマンス学会		統合生物学　心理学・教育学　基礎生物学　健康・生活科学　基礎医学　臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		前田明		マエダアキラ		理事長		office@sports-performance.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		62		日本学校メンタルヘルス学会		日本学校メンタルヘルス学会		健康・生活科学　臨床医学　心理学・教育学		生命科学 セイメイカガク		2		大塚泰正		オオツカヤスマサ		理事長		otsuka@human.tsukuba.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		63		日本近代文学会		日本近代文学会		言語・文学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		久米依子		くめ　よりこ		代表理事		takahasi@pb3.so-net.ne.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		64		公益社団法人　全国大学体育連合		全国大学体育連合		健康・生活科学　心理学・教育学		生命科学 セイメイカガク		2		木内 敦詞		キウチ アツシ		常務理事，研究部長		kiuchi.atsushi.fw@u.tsukuba.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		65		日本農村医学会		日本農村医学会		健康・生活科学		生命科学 セイメイカガク		2		佐藤賢治		サトウケンジ		理事長		kenko@js2.so-net.ne.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						日本農村医学会では、かねてより農薬中毒、農機具災害、農村の生活習慣病に関する研究が行われているが、研究対象となるリアルデータの収集は個別に多大な労力を要する反面、網羅性、悉皆性が保証されるとは限らない。グランドビジョン(10)「データ基盤と利活用による学術界の再構築」はいかなる研究領域においても根幹をなす概念であり、生産年齢が急速に減少する中で効率的かつ質が高い研究を推進するには必須である。医療福祉の実践でも、人口減少に伴う需要減少より、生産年齢の減少幅が大きく、データに基づく効率的なサービスを迅速かつ動的に策定し、現場で実践する体制が求められる。
こうした環境づくりには相応のコストが必要だが、共通基盤と個人情報に配慮された情報を積極的に活用できる仕組みの策定により、総コストの最小化を期待できる。																		21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		66		日本保健医療行動科学会		日本保健医療行動科学会		健康・生活科学		生命科学 セイメイカガク		2		諏訪茂樹		スワシゲキ		会長		info@jahbs.info		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		67		日本雑草学会		日本雑草学会		基礎生物学　環境学　農学　統合生物学　食料科学		生命科学 セイメイカガク		2		保田謙太郎		ヤスダケンタロウ		幹事長		kentaroy@akita-pu.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		68		環境技術学会		環境技術学会		環境学　化学　地球惑星科学　基礎生物学　土木工学・建築学　農学　社会学　情報学　健康・生活科学　地域研究　電気電子工学　材料工学　機械工学　基礎医学　物理学		理学・工学 リガク コウガク		3		伊藤　和宏		イトウ　カズヒロ		総務委員長		itoh@eng.u-hyogo.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								31.はい		31.はい2.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		69		日本地震学会		日本地震学会		地球惑星科学		理学・工学 リガク コウガク		3		久家慶子		クゲケイコ		会長		kuge.keiko.7x@kyoto-u.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								31.はい		31.はい2.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		70		一般社団法人日本鳥学会		日本鳥学会		基礎生物学　環境学		生命科学 セイメイカガク		2		松井　晋		マツイ　シン		事務局長		matsui@ornithology.jp 		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		71		日本スポーツマネジメント学会		日本スポーツマネジメント学会		健康・生活科学		生命科学 セイメイカガク		2		小笠原悦子		オガサワラエツコ		会長		eogasawa@juntendo.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						1.はい		3.よくわからない																						22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						21.はい		21.はい3.よくわからない

		72		日本生化学会		日本生化学会		農学　化学　食料科学　統合生物学　歯学　臨床医学　基礎医学　薬学　基礎生物学　健康・生活科学		生命科学 セイメイカガク		2		横溝岳彦		ヨコミゾタケヒコ		会長		tyokomi@juntendo.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		73		イアシル・ジャパン		イアシル・ジャパン		言語・文学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		吉野　由利		ヨシノ　ユリ		事務局長		secretary@iasil.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		74		古代アメリカ学会		古代アメリカ学会		史学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		中川渚		ナカガワナギサ		事務幹事		info@americaantigua.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		75		日本発達心理学会		日本発達心理学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		江尻桂子		エジリケイコ		事務局長		ejirikeiko@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		76		史学研究会		史学研究会		史学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		中砂　明徳		ナカスナ　アキノリ		理事長		nakasuna.akinori.6n@kyoto-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		77		非営利活動法人安全工学会		安全工学会		総合工学		理学・工学 リガク コウガク		3		和田木　健		ワダキ　タケル		事務局長		jsse-2004nifty.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		78		日本海水学会		日本海水学会		材料工学　総合工学　環境学　食料科学　化学　農学		理学・工学 リガク コウガク		3		加留部智彦		カルベトモヒコ		庶務理事		office@swsj.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		79		一般社団法人日本消化器外科学会		日本消化器外科学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		調　憲		シラベ　ケン		理事長		info@jsgs.or.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		80		溶接学会		溶接学会		総合工学　材料工学		理学・工学 リガク コウガク		3		田中　学		タナカマナブ		会長		tanaka.manabu.hq@osaka-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						ものづくりのスマート化は、SDGsやカーボンニュートラル実現など、「環境保全」「経済成長」「社会的包摂」の３つの調和に最大限に配慮しながら、持続可能な社会の発展のため、必須の課題です。
それには、ものづくりメタバースの達成が必要ですが、そのネックとなる技量やノウハウに関わる部分のデータ基盤とサイバー空間の整備が極めて重要です。
とりわけ、材料と材料、あるいは、部材と部材と繋ぐ溶接・接合技術のスマート化は重要課題です。
しかしながら、溶接・接合は、学術的対象がナノサイズからメートルサイズに及び、また、非平衡現象を多分に含むため、学術的に未解明な部分が多く、スマート化に苦慮しているのが現状です。
実験・計測データに基づく科学に立脚した知見と、AIとの融合をはかり、溶接・接合分野の学術振興が必要です。
他方、それらの学術的発展を踏まえ、溶接・接合科学の知見から分離科学へ展開し、ものづくりにおける究極のリサイクル社会の構築に貢献できるものと考えています。
寿命を迎え、あるいは、役目を終えた製品の溶接・接合部を瞬時に分離し、新たな素材としてリサイクルさせる究極の技術です。																		32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		81		日本認知言語学会		日本認知言語学会		言語・文学　心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		八木橋宏勇		ヤギハシヒロトシ		事務局代表		jcla-secretariat@2jcla.jp		1.はい,2.いいえ		1.はい		1.はい,2.いいえ						2.いいえ																								11.はい,2.いいえ		11.はい,2.いいえ1.はい		11.はい,2.いいえ						12.いいえ		

		82		日本総合学術学会		日本総合学術学会		地域研究　言語・文学　情報学　環境学　心理学・教育学　物理学　数理科学　社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		深見兼孝		フカミカネタカ		事務局長		khukami@hiroshima-u.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		83		日本小児科学会		日本小児科学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		滝田順子		タキタジュンコ		会長		jtakita@kuhp.kyoto-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		84		文化経済学会＜日本＞		文化経済学会＜日本＞		経済学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		片山　泰輔		カタヤマ　タイスケ		特別理事（日本学術会議担当）、前会長		katayama@tkb.att.ne.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		85		日本呼吸器内視鏡学会		日本呼吸器内視鏡学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		浅野　文祐		アサノ　フミヒロ		理事長		asano-fm@ceres.ocn.ne.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						特にございません。																		22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		86		日本図書館情報学会		日本図書館情報学会		情報学		理学・工学 リガク コウガク		3		金井喜一郎		カナイキイチロウ		事務局長		jimukyoku2020@jslis.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		87		日本コミュニケーション障害学会		日本コミュニケーション障害学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		川合紀宗		カワイノリムネ		理事長		nkawai@hiroshima-u.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		88		日本保健医療社会学会		日本保健医療社会学会		地域研究　健康・生活科学　社会学　臨床医学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		金子雅彦		カネコマサヒコ		学会長		kaneko.masahiko@nifty.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		89		分離技術会		分離技術会		総合工学		理学・工学 リガク コウガク		3		栃木　勝己		トチギ　カツミ		事務局長		jimu@sspej.gr.jp		2.いいえ				2.いいえ						1.はい				１０月４日開催予定の学術フォーラムに会場で参加を予定しており，提言内容の理解に努めます．
参加前に回答させていただきますので，意見・感想は回答できません．
ご容赦ください．																				32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						31.はい		

		90		特定非営利活動法人日本海洋工学会		日本海洋工学会		総合工学		理学・工学 リガク コウガク		3		猪口茂樹		イノクチシゲキ		事務局員		s.inokuchi@k8.dion.ne.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		91		日本社会心理学会		日本社会心理学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		西田　公昭		ニシダ　キミアキ		会長		nishidak@ris.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						個人の意見であることをお許しください。たいへん興味深く当会には意義深い構想だと趣旨に賛同いたします。しかしながら、この件につきまして当学会の会員からの要望や意見を聞いておらず、当会のような心理学系学会の上位の位置づけとなる「日本心理学諸学会連合」からも何ら関係する情報をいただいていないと記憶する状況ですので、今のところ、当会におきましては、どのような貢献が可能なのか必要なのか、といった具体的な関係が見えておりません。今後、詳しく知る機会がございましたら、会員等に周知して、積極的な関与が起きるかもしれないと存じます。																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		92		企業家研究フォーラム		企業家研究フォーラム		経済学　経営学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		高橋		タカハシ		事務局		museum4@osaka.cci.or.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		93		日本臨床スポーツ医学会		日本臨床スポーツ医学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		山澤　文裕		ヤマサワ　フミヒロ		理事長		yamasawa-f@marubeni.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						国内の科学者、研究者による構想に加え、海外の科学者、研究者による日本の学術振興への期待や共同研究への道筋が加えられることが、客観性を伴う構想になるかと思います。また、将来のノーベル賞候補者や世界的な貢献者への研究費の増大などを判断する組織が求められます。若い優秀な研究者が生活に苦労することのない仕組み作りは必要不可欠であります。																		22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		94		特定非営利活動法人日本栄養改善学会		日本栄養改善学会		健康・生活科学		生命科学 セイメイカガク		2		塚原　丘美		ツカハラ　タカヨシ		理事長		kaizen@jsnd.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		95		日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会		日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		増田宏明		マスダヒロアキ		事務局長		shomu@jibika.or.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						2.	「未来の学術振興2023」は、医学・医療にとどまらず、非常に広い範囲の学術の振興をカバーする素晴らしい戦略と拝察いたしました。我々耳鼻咽喉科・頭頸部外科学を専門とする者にとっては、以下のような分野の戦略を強化することでさらに良い構想になると考えます。
4.	グランドビジョン(5)生命現象の包括的理解による真のwell-beingの創出のNo.27「健康寿命延伸・QOL向上のためのICT人工臓器研究開発の進展」では、循環系、代謝系、組織融合系の人工臓器開発に言及されています。これはこれで素晴らしい提案ですが、身体の様々な機能の中でも聴覚や平衡覚などの感覚器系、発声などのコミュニケーション系、呼吸や嚥下などの気道食道系に関する開発も重要と考えます。よって、グランドビジョン(5)では、感覚系やコミュニケーション系や気道食道系に関する人工臓器の研究も推進されることを提案させて頂きます。実際我々の領域では、人工内耳が社会実装され20年以上経過し、世界的には平衡覚に関する人工前庭器の臨床試験も進んでおり、感覚系の強化により真のwell-beingの創出に資する研究が進んでおります。

後はメール		（メールにて続きの回答有）
ほかに我々が関与できる可能性のある分野として、グランドビジョン①「言語コミュニケーション研究の充実を踏まえた現代社会問題のデータ解析による解決策の提示」では、主として人文系の研究を想定されているようですが、音声言語の解析や聴覚のメカニズムは、言語・コミュニケーション研究には不可欠な医科学系分野と考えます。今後、文理融合した研究の発展が重要である点を提言させて頂きます。 ツヅ カイトウ アリ																22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		96		日本産科麻酔学会		日本産科麻酔学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		坊垣昌彦		ボウガキマサヒコ		学術委員会委員長		bougakimasahiko@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		97		一般社団法人日本民俗学会		日本民俗学会		地域研究		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		松井睦		マツイムツミ		事務局員		folklore@post.nifty.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		98		表現学会		表現学会		言語・文学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		安井寿枝		ヤスイカズエ		事務局長		exp-info@npo-ochanomizu.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		99		公益社団法人 日本義肢装具士協会		日本義肢装具士協会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		後藤 直生		ゴトウ ナオキ		副会長		523goto@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ						1.はい																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						21.はい		

		100		日本水環境学会		日本水環境学会		環境学		理学・工学 リガク コウガク		3		佐野大輔		サノダイスケ		理事		daisuke.sano.e1@tohoku.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						今回の提案者を対象に、その後の活動の追跡調査、および学術会議での内容紹介機会を提供などが行われると良いのではないか。		GV⑬, No,113「水環境における物質循環と生態系の完全理解に基づいた持続可能社会の確立を目指した超分野融合学術体系の構築」（日本水環境学会） ニホン ミズ カンキョウ ガクカイ																31.はい		31.はい1.はい		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		101		一般社団法人　農業情報学会		農業情報学会		情報学　農学		理学・工学 リガク コウガク		3		星　岳彦		ホシ　タケヒコ		代表理事・会長		hoshi@hoshi-lab.net		2.いいえ		2.いいえ		1.はい		2.いいえ		とくにございません。		2.いいえ						予算的な裏付けがあり、その大枠で何ができるかの構想を行わないと、実効性を伴わない危惧があります。。																		32.いいえ		32.いいえ2.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		102		「宗教と社会」学会		「宗教と社会」学会		社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		伊藤優		イトウユウ		事務局員		office@jasrs.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		103		会計理論学会		会計理論学会		経営学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		川口宗徳		カワグチムネノリ		事務局		office@jsssa-net.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		104		日本昆虫科学連合		日本昆虫科学連合		統合生物学　基礎生物学　化学　食料科学　健康・生活科学　基礎医学　農学　環境学		生命科学 セイメイカガク		2		木内 隆史		キウチ タカシ		事務局長		kiuchi@g.ecc.u-tokyo.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						学・協会内からではなく、回答者個人の意見です。
「グランドビジョン４：地球の生命環境と食料供給を持続させるための学術創生」における提案はそれぞれが魅力的な提案ですが、全体として見ると植物に偏っている感じを受けました。地球の生命環境と食料供給を持続させるためには、植物を取り巻く環境にいる生物（昆虫、微生物など）に注目することも重要であり、多様な生物にかかわる提案が含まれていると「未来の学術振興構想」がより良いものになるはずです。																		22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		105		共生社会システム学会		共生社会システム学会		言語・文学　史学　環境学　心理学・教育学　法学　哲学　経済学　農学　地域研究　経営学　政治学　社会学　情報学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		岡野一郎		オカノイチロウ		運営委員長		i-okano@cc.tuat.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				1.はい																								11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				11.はい		

		106		日本医療薬学会		日本医療薬学会		薬学		生命科学 セイメイカガク		2		山本　康次郎		ヤマモト　コウジロウ		会頭		koujirou@gunma-u.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい		学会から提案した研究戦略が掲載されたので、提言を提示した上で、関連する研究の推進策を検討している。		2.いいえ								GV⑤⑥, No.36「患者主体的医療体制の実現とそれを支えるヘルスリテラシー教育体制を構築」（日本医療薬学会）																21.はい		21.はい1.はい		21.はい		21.はい1.はい				22.いいえ		

		107		日本アフリカ学会		日本アフリカ学会		法学　健康・生活科学　臨床医学　基礎生物学　環境学　薬学　心理学・教育学　哲学　経営学　政治学　土木工学・建築学　地球惑星科学　地域研究　史学　統合生物学　言語・文学　食料科学　基礎医学　社会学　経済学　総合工学　農学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		牧野久美子		マキノクミコ		庶務担当理事		Kumiko_Makino@ide.go.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		108		一般社団法人日本文化人類学会		日本文化人類学会		地域研究		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		石井美保		いしいみほ		総務担当理事		hoya@jasca.org		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						人文・社会科学分野からの積極的な発言と提言を期待いたします（回答者個人の
意見です）。
																		11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		109		（公社）日本補綴歯科学会		日本補綴歯科学会		歯学		生命科学 セイメイカガク		2		窪木拓男		クボキタクオ		理事長		pvpa7k72@s.okayama-u.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい		十分学会内にこの内容が周知されていなかったため，これまでに意見は出ておりません．		1.はい		1.はい		十分学会内にこの内容が周知されていなかったことは否めませんでした．
今回の学術フォーラム「未来の学術振興構想－実現に向けて－」の資料をあらためて学会内で共有したいと思います．		日本補綴歯科学会では，「いつまでも美味しく口から食べること」，さらに栄養摂取に貢献することで広く国民の健康長寿に寄与することを第一義としています．さらにwell-beingの創出における「幸福寿命」の延伸を図るという提言には，感銘を受け，本学会のあらたなoutcomeとしての検討を開始したいと思います．
																		21.はい		21.はい1.はい		21.はい		21.はい1.はい				21.はい		21.はい1.はい

		110		日本慢性看護学会		日本慢性看護学会		健康・生活科学　心理学・教育学		生命科学 セイメイカガク		2		田中孝美		タナカタカミ		理事		jscicn-office@umin.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		111		洋学史学会		洋学史学会		史学 シガク		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		古木　景子		コギ　ケイコ		評議員		k-kogi@hi.u-tokyo.ac.jp		2.いいえ		2.いいえ		1.はい		1.はい				1.はい		1.はい																						12.いいえ		12.いいえ2.いいえ		11.はい		11.はい1.はい				11.はい		11.はい1.はい

		112		経済学史学会		経済学史学会		経済学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		久保　真		クボ　シン		代表幹事		kuboshin650@gmail.com		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				1.はい		1.はい		もっと質疑応答の時間をとっていただければと感じました。		本学会ではこれについてまだ議論をしておりませんので、学会としての見解はありません。																		12.いいえ		12.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				11.はい		11.はい1.はい

		113		一般社団法人 日本糖尿病学会		日本糖尿病学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		中別府眞理		ナカベップマリ		事務局職員		office@jds.or.jp		1.はい		1.はい		2.いいえ						2.いいえ						特段ございません。																		21.はい		21.はい1.はい		22.いいえ						22.いいえ		

		114		日本進化学会		日本進化学会		統合生物学　基礎生物学　経済学		生命科学 セイメイカガク		2		河田雅圭		カワタマサカド		学会長		kawata@tohoku.ac.jp		2.いいえ		2.いいえ		2.いいえ		2.いいえ				2.いいえ						周りでもほとんど話題になっていないようです。。各戦略を提出した団体に協力を仰ぐなどして、もう少し広報活動を効果的に行い、認知を広げていくことが重要ではないか、という意見があった。
大規模プロジェクトではなく、安定的に研究を続けられるような一般的な研究費の必要性があるのではないか、という意見があった。
学会長の個人的意見として、学術海外から提案される大規模プロジェクトのほとんどは実現されていない。提案が実現されるような戦略が必要ではないか																		22.いいえ		22.いいえ2.いいえ		22.いいえ		22.いいえ2.いいえ				22.いいえ		

		115		分子科学会		分子科学会		物理学　化学		理学・工学 リガク コウガク		3		佐藤啓文		サトウヒロフミ		総務委員長		hirofumi@moleng.kyoto-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		116

齊藤 美穂(SAITO Miho): 暫定版からの追加回答を色付け（116～）		

齊藤 美穂(SAITO Miho): 前回、学術の中長期研究戦略の応募があった学協会を、黄色セル朱書きとしています。		環境福祉学会		環境福祉学会		健康・生活科学　心理学・教育学　社会学　環境学　地域研究		生命科学 セイメイカガク		2		酒井剛		サカイツヨシ		事務局		sakait@kankyo-news.co.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		117		日本公民教育学会		日本公民教育学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		鈴木隆弘		スズキタカヒロ		事務局長		t_suzuki@takachiho.ac.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ						（事務局長個人の意見となります。学会（理事会）としての議論ではございません。ご容赦ください。）

　本学協会では、8月～10月にかけて役職者の死去にともなう対応におわれ、「未来の学術振興構想」について議論する時間等がございませんでした。
　誠に申し訳ありませんでした。
　学協会としては規模も小さい学会です。一方で、学術を取り巻く新しい状況への対応、改革への対応だけでなく、大学などが置かれている状況の悪化により、理事会等の審議事項も増加しており、学術振興会に対しての議論の時間を割くことがほとんどできなくなっております。
　個別学協会への支援など、引き続き総合的にご検討いただけますと幸いです。
																		12.いいえ		12.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		118		日本歯科審美学会		日本歯科審美学会		歯学		生命科学 セイメイカガク		2		新海航一		シンカイコウイチ		常任理事		shinkaik@ngt.ndu.ac.jp		1.はい		2.いいえ		2.いいえ						2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		119		日本熱帯生態学会		日本熱帯生態学会		地域研究　統合生物学　農学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		神崎　護		カンザキ　マモル		会長		kanzmamoru@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ		2.いいえ				1.はい		1.はい		今回の長期戦略策定のプロセスが理解できてとても有意義でした．
またフォーラムでは，だれにむけての「提言」なのかなど，問題点の指摘も率直に行われており，意義深い会合だったと思います．		学会内部で議論する時間がありませんので，以下のコメントは会長個人としての意見です．
１．ボトムアップ型で長期戦略を公募したことは画期的だと思います．
個人的にはすでに定年退職で，大学を離れているために公募のアナウンスがとどかなかったのかなと思いますが，公募情報の広報を改善していただければと思います．
２．提言の中に，国際的な協働の視点が少なかったのが意外でした．私たちの学会が東南アジアやアフリカなど開発途上国との連携した研究活動が多いのですが，たとえば開発学の観点や，開発途上国の社会，産業を持続的なものに変革していくような国際共同研究の充実を，積極的に視野にいれた提言が少ない点に驚いています．
																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ2.いいえ				11.はい		11.はい1.はい

		120		一般社団法人日本トライボロジー学会		日本トライボロジー学会		化学　総合工学　材料工学　機械工学		理学・工学 リガク コウガク		3		江上正樹		エガミマサキ		会長		masaki_egami@ntn.co.jp		1.はい				1.はい		1.はい		日本トライボロジー学会では、摩擦や摩耗を代表とする、「相対運動しながら互いに影響を及ぼしあう二つの表面の間におこる
すべての現象」に関する科学と技術を対象に活動を行っています。これらは省エネルギーや省資源に密接に関係するものであり、
特に2050年をゴールとするカーボンニュートラルに対して、キーテクノロジーの一つといえます。当学会としても、カーボン
ニュートラルに資するトライボロジーの研究・技術開発ロードマップをしっかりと描いて、エネルギー損失の側面からカーボン
ニュートラル達成に貢献してまいりたいと考えています。
		1.はい																								31.はい		31.はい		31.はい		31.はい1.はい				31.はい		

		121		公益財団法人　生存科学研究所		生存科学研究所		心理学・教育学　総合工学　基礎医学　健康・生活科学　薬学　臨床医学　経済学　環境学　社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		瀧澤　久嘉		タキザワ　ヒサヨシ		事務局長		office@seizon.or.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		122		日本経済学会		日本経済学会		経済学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		伊藤恵子		イトウケイコ		渉外担当理事		keiko-i@chiba-u.jp		1.はい		1.はい		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						上の問2－1で「いいえ」と回答したとおり、今回の提言の発出に対して、学会内で議論を行っていないため、以下の意見は、学会としての意見ではない。回答者と学会員の数名の個人的意見をまとめたものである。
提示されている19のグランドビジョンについては、各ビジョン間の関連性や優先順位が不明確であり、より体系的な整理が求められる。また、人文・社会科学分野のビジョンが少なく、全体として理工系に偏っているため、分野間のバランスを考慮すべきではないか。さらに、20～30年先を見据えたビジョンを掲げているが、急速に変化する社会情勢の中で、これほどの長期的な見通しを立てることの妥当性には疑問が残る。加えて、具体的な実施計画や予算規模が示されておらず、実現可能性の検証が難しいビジョンとなっている。最後に、国際的な視点や他国との比較分析が不足しているため、日本の強みを活かしたグローバルな貢献の可能性をより意識すべきではないか。
当学会の構成員の一定数は、学術会議の会員になっているが、当学会において、学術会議の会員や連携会員として活動することの意義やメリットが何かについて、十分に情報共有されていないように感じる。																		11.はい		11.はい1.はい		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		123		日本中性子科学会		日本中性子科学会		物理学		理学・工学 リガク コウガク		3		大竹　淑恵		オオタケ　ヨシエ		会長		yotake@riken.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい		日本中性子科学会は、学術構想において「中性子ビーム利用、いつでもどこでも」を旗頭に掲げ、「新たな利用分野の開拓」、「中性子源新設・解析技術の向上」、「人材育成」、「量子ビーム連携」を主要な推進方策として打ち出しました。今回の学術構想に参画することで、コミュニティの方針が明確になり、これまで各法人や施設で個別に議論されていた将来計画や産学連携が、より俯瞰的かつ中長期的な観点から議論されるようになりました。また、将来ビジョンを共有する議論を通じて、中性子コミュニティにおける施設間連携やユーザー施設連携が促進されるための基盤作りにも寄与しています。　
　今後は、バックキャストで策定された中長期研究戦略の実現に向けて、各推進方策で掲げられた具体的な施策（他コミュニティへのアプローチ、施設計画の連携、ダイバーシティ推進、ワンストップ窓口の設置など）を実行に移す必要があることから、コミュニティでの協業をさらに加速させるために、これらの提言を積極的に活用していくことが求められます。
		1.はい		1.はい		「未来の学術振興構想」の学術フォーラムでは、194件の提案を3つの分野と分野融合に編成した経緯と内容が詳しく話されました。この編成はコミュニティ間の連携と融合が促進される基盤となるため、日本の学術発展にとって画期的な取り組みであると評価いたします。具体例として、ビッグデータやAIの活用が全分野に広がっているとともに共通課題の存在が明確にされたこと、人文社会分野の動向が俯瞰的に示されたことで、今後、これらの分野と中性子科学分野との連携について検討を進めていきたいと考えます。また、これらの実現にあたっては研究者のみならず国民の理解も重要であることから、社会の声を拾い上げる場を継続的に設けるための広報戦略の強化を期待します。		中性子科学会で挙げた主要な推進方策は、他のコミュニティと共通することもあり、グランドビジョン内での横串連携が重要と考えています。例えば「グランドビジョン１６：量子ビームを用いた極限世界の解明と人類社会への貢献」内での量子ビーム連携です。そのために、より大局的なビジョンが早期に策定され、コミュニティ間連携を促進する連携プロジェクトの推進などが後押しされることを希望します。中性子科学会の具体的な連携先としては、中間子、放射光、陽電子、レーザーコミュニティなどを想定していますが、人文社会分野を含めた幅広い連携も今後重要になるものと思われます。		GV⑯, No.146「 中性子ビーム利用の中長期研究戦略」（日本中性子科学会）																31.はい		31.はい1.はい		31.はい		31.はい1.はい				31.はい		31.はい1.はい

		124		日本珪藻学会

齊藤 美穂(SAITO Miho): 協力学術研究団体の確認が取れなかったため、無効。		日本珪藻学会						4		大塚 泰介		オオツカ タイスケ		会長		ohtsuka-taisuke@biwahaku.jp		1.はい		2.いいえ		2.いいえ						2.いいえ																								41.はい		41.はい2.いいえ		42.いいえ						42.いいえ		

		125		日本中間子科学会		日本中間子科学会		電気電子工学　基礎生物学　情報学　総合工学　地球惑星科学　化学　物理学　史学　材料工学　数理科学		理学・工学 リガク コウガク		3		久保謙哉		クボケンヤ		会長		kkubo@icu.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		2.いいえ				1.はい		1.はい						GV⑯, No.144「２１世紀の量子プローブ「ミュオン」を用いた学際科学の新展開」（日本中間子科学会）																31.はい		31.はい1.はい		31.はい		31.はい2.いいえ				31.はい		31.はい1.はい

		126		日本ラテンアメリカ学会		日本ラテンアメリカ学会		地域研究		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		浦部浩之		ウラベヒロユキ		理事長		urabe@dokkyo.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		127		日本声楽発声学会		日本声楽発声学会		物理学　健康・生活科学　社会学　総合工学　薬学　史学　言語・文学　情報学　基礎医学　臨床医学　哲学　心理学・教育学　環境学		理学・工学 リガク コウガク		3		齊藤祐		サイトウ　ヒロシ		副会長　事務局長		blue_saitou1016@outlook.ne.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		128		近代英語協会		近代英語協会		言語・文学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		秋葉　倫史		アキハ　トモフミ		事務局長		akiha.tomofumi@nihon-u.ac.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		129		一般社団法人　人文地理学会		人文地理学会		地域研究		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		矢野桂司		ヤノケイジ		会長		yano@lt.ritsumei.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ		地理学に関わって３つの提案があり、それらを人文地理学会として推進できるように検討したい。例えば、今後、本学会には、現在5つある研究部会のところで議論をお願いし、各部会の例会などで提案に即したテーマを企画いただくことなどが考えられる。また、関連する提案と関連付けて、学術大会などでシンポジウムなどを企画することを検討する。		1.はい		1.はい		前期の「未来の学術振興構想」の進め方や、どのようなものが構想され、グランドビジョンにまとめられたのかがよくわかった。
中長期的にこれらをどのように推進していくかについては、予算的な問題も含め議論が必要である。		個人的な考えですが、
第24期までのマスタープランと文部科学省学術研究の大型プロジェクトの関係が、第25期にはなくなったので、「未来の学術振興構想」の提案を広く社会に広報して、認知度を高め、提案ベースに、各省庁や企業や個人などが予算付けをできるような仕組みを構築する。																		11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				11.はい		11.はい1.はい

		130		日本線虫学会		日本線虫学会		環境学　基礎生物学　農学　統合生物学		理学・工学 リガク コウガク		3		酒井　啓充		サカイ　ヒロミチ		事務局長		shomu@senchug.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		131		日本イェイツ協会		日本イェイツ協会		史学　言語・文学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		池田寛子		いけだひろこ		事務局長		hikedaster@gmail.com		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		132		日本中国学会		日本中国学会		史学　言語・文学　哲学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		市原靖久		イチハラヤスヒサ		事務局幹事		info@nippon-chugoku-gakkai.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		133		留学生教育学会		留学生教育学会		心理学・教育学　言語・文学　社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		仙石　祐		センゴク　ユウ		事務局長		office@jaise.site		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		134		日本発育発達学会		日本発育発達学会		健康・生活科学		生命科学 セイメイカガク		2		田中茂穂		タナカシゲホ		理事長		tanaka.shigeho@eiyo.ac.jp		2.いいえ		2.いいえ		2.いいえ						2.いいえ						いずれも、個人の意見です。
１）より広く周知できる方法を考えてほしい
２）科学論も必要では？																		22.いいえ		22.いいえ2.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		135		日本看護研究学会		日本看護研究学会		基礎医学　健康・生活科学　臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		安藤　詳子		アンドウ　ショウコ		副理事長		s.ando.t@ikc.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		136		日本認知心理学会		日本認知心理学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		梅田 聡		うめだ さとし		理事長		sa.umeda@keio.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						以下は，回答者個人の見解です．未来構想の協議を行う学術会議のメンバーの選定方法が不明瞭であり，学術会議で提案される意見が，その研究領域の代表的な意見とは食い違っています．グランドビジョンなどの重要な意見が，一部のメンバーの意見にならないために，どのようなメンバーの選定方法が望ましいか，しっかり議論すべきと思います．また，分野の考え方についても，もっと深く議論すべきと考えます．分野融合の「3分野すべて」の提案がこんなに多いのは，分野の区分の考え方が古いことを意味しているように思います．																		11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		137		電子スピンサイエンス学会		電子スピンサイエンス学会		基礎医学　基礎生物学　化学　薬学　物理学　食料科学　歯学　地球惑星科学　情報学　数理科学		生命科学 セイメイカガク		2		生駒　忠昭		イコマ　タダアキ		会長		ikoma@chem.sc.niigata-u.ac.jp		1.はい				2.いいえ		2.いいえ				1.はい		1.はい		「未来の学術振興構想2023年度版」位置づけがよく理解できた。電子スピンサイエンス学会は比較的新しい学協会であり、理学・工学分野及び生命科学分野の研究者から構成されている。今回提言されたグランドビジョンは、多様な研究者集団である当会の今後の活動にとって心強い後ろ盾となるであろう。		意?：機会を見つけて、「未来の学術振興構想2023年度版」を本会会員に紹介しようと考えている。本報告書の「まとめ」に述べられている通り、ここでまとめられた提案は、研究教育機関等における具体的施策や予算措置に活かされてこそ意味があるので、日本学術会議が政府に粘り強く働きかけて欲しい。																		21.はい		21.はい		22.いいえ		22.いいえ2.いいえ				21.はい		21.はい1.はい

		138		日本分類学会連合		日本分類学会連合		基礎生物学		生命科学 セイメイカガク		2		井手竜也		イデタツヤ		庶務		ide@kahaku.go.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		139		考古学研究会		考古学研究会		史学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		高田健一・松本直子		タカタケンイチ・マツモトナオコ		代表委員		kouken@gf7.so-net.ne.jp		1.はい		1.はい		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								11.はい		11.はい1.はい		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		140		公益社団法人　日本表面真空学会		日本表面真空学会		物理学　化学　電気電子工学　機械工学　数理科学　材料工学		理学・工学 リガク コウガク		3		渡邉聡		ワタナベサトシ		会長		office@jvss.jp		1.はい		1.はい		1.はい		2.いいえ				1.はい		1.はい		提言を取りまとめる経緯、提言内容についての理解を深めることができたと共に、我が国の学術全般の現状についての危機感について認識を新たにし、提言を踏まえて今後について考えるよい契機となった。				GV⑭, No.124「 表面科学と真空技術のシナジー効果による次世代科学技術の推進」提案（日本表面真空学会）																31.はい		31.はい1.はい		31.はい		31.はい2.いいえ				31.はい		31.はい1.はい

		141		日本衛生学会		日本衛生学会		健康・生活科学　基礎医学　環境学　臨床医学　歯学　薬学		生命科学 セイメイカガク		2		亀井美登里		カメイミドリ		理事長		kamei@saitama-med.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						1.はい				大変充実した内容と存じました。今回ご提言を出された内容とともにその背景も理解させていただきました。有難うございます。		個人的な意見として、社会医学的な研究分野も入れていただけますと幸いです。																		22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						21.はい		

		142		紙パルプ技術協会		紙パルプ技術協会		農学　化学		生命科学 セイメイカガク		2		福井 照信		フクイ テルノブ		専務理事		fukui@japantappi.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		143		錯体化学会		錯体化学会		化学		理学・工学 リガク コウガク		3		秋根　茂久		アキネ　シゲヒサ		副会長		akine@se.kanazawa-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						1.はい		1.はい		提言の趣旨と内容の理解が深まった。																				32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						31.はい		31.はい1.はい

		144		植生学会		植生学会		環境学　農学　基礎生物学		理学・工学 リガク コウガク		3		黒田有寿茂		クロダアスモ		幹事長		kuroda@hitohaku.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		145		日本史研究会		日本史研究会		史学		理学・工学 リガク コウガク		3		藤本仁文		フジモトヒトフミ		総務委員長		fujimoto@kpu.ac.jp		2.いいえ				1.はい		1.はい				2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		31.はい		31.はい1.はい				32.いいえ		

		146		一般社団法人日本データベース学会		日本データベース学会		情報学		理学・工学 リガク コウガク		3		横田治夫		ヨコタハルオ		会長		dbsj-office@dbsj.org		2.いいえ				2.いいえ						1.はい		1.はい		今回の学術フォーラム「未来の学術振興構想－実現に向けて－」では、提言「未来の学術振興構想（2023 年版）」の内容に関する広い学術分野の取り組みを報告されていたが、全体を通して、我々日本データベース学会の学術研究の対象であるデータベースやデータ工学に関するグランドビジョンが多いという感触を持った。もとより、未来の学術振興において日本データベース学会の果たす役割は重要であるという認識でおり、未来の学術振興構想実現のために、要となる本学会に関する学術研究を発展させるように鋭意努力していきたいと考えている。		当学会の関係者の中で、「未来の学術振興構想」の策定に向けた「学術の中長期研究戦略」の公募が十分把握されておらず、応募することができなかった。また、提言「未来の学術振興構想（2023 年版）」も今回の学術フォーラムの開催案内及びアンケート調査まで認識できていなかった。当学会サイドの見落としの可能性もあるが、今後、複数回の案内等、学会に対する周知の工夫を頂きたい。また、提言自体のターゲットが誰に向けたものなのか、より明確にすることが望まれるように思われる。																		32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						31.はい		31.はい1.はい

		147		日本気象学会		日本気象学会		地球惑星科学		理学・工学 リガク コウガク		3		竹見哲也		タケミテツヤ		理事長		takemi@storm.dpri.kyoto-u.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい				2.いいえ								GV⑨⑫, No.65「 地球型惑星のデジタルツイン」（日本気象学会）、GV⑫, No.104「 有人・無人航空機による気候・地球システム科学研究の推進」（日本気象学会）																31.はい		31.はい1.はい		31.はい		31.はい1.はい				32.いいえ		

		148		日本昆虫学会		日本昆虫学会		環境学　農学　基礎生物学		理学・工学 リガク コウガク		3		井手竜也		イデタツヤ		庶務		ide@kahaku.go.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						日本昆虫学会の会長（代表理事）を務めております野村です。お示しいただいた「未来の学術振興構想（2023年版）」の中で、特にNo. 44 「国立沖縄自然史博物館の設立―」には大変注目して、動向を注視しております。個人的な意見ですが、特に実際の生物標本、資料に立脚した構想を実現しつつある点が、未来の日本における学術の展開を左右すると承知しております。より多くの専門家を巻き込んで、より多面的な存在感のある機関の実現を期待しております。																		31.はい		31.はい2.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		149		日本結晶学会		日本結晶学会		基礎医学　化学　材料工学　基礎生物学　物理学　農学　薬学　環境学		生命科学 セイメイカガク		2		杉本　邦久		スギモト　クニヒサ		庶務幹事		sugimoto@chem.kindai.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		2.いいえ				1.はい		1.はい		　中村道治氏、および、菱山氏から、この提言が誰に対するものかはっきりしないというご発言がありました。公募により、学術振興の「ビジョン」とその実現に必要な「学術研究構想」から成る「学術の中長期研究戦略」の提案募集があった段階では、諸般の状況に鑑みて「マスタープラン」に変わるものとして第25期は「学術の中長期研究戦略」をまとめるという説明が前面に出ており、提案者側としてはどのようなスタンスで提案をなすべきかが大変わかりにくかったという印象をもっています。「学術の中長期研究戦略」を考えることに意義はあることから、各組織で討議がなされ、提案をまとめたことは、意味があったと考えますが、政府や関係機関、広く社会に向けた提言を出すためのものであるとの趣旨が、募集段階で明確であれば、もう少し、違う形で各分野における意見集約がなされたと感じます。
　山口氏の「未来の学術振興構想 －研究力の視点から－」の内容は、「未来の学術構想」に期待することとして、重要な指摘が数多くなされており、日本学術会議が、早急にかつ真剣に取り組むべき課題と思います。		学・協会内からではなく、回答者個人の提案・意見ですが、今回出された提言は、リストアップ段階という性格が強く、今回の分類（グランドビジョンン）が適切かの検証を踏まえたうえで、グランドビジョンごとの提言へと深めることが、今回の提言を生かすことにつながるのではないでしょうか。
　渡辺 美代子氏からは、『「マスタープラン」が出されなかったので』という御発言がありました。
短期的視点の「マスタープラン」と、長期的視点の「未来の学術振興構想」の両立が必要ではないでしょうか。																		21.はい		21.はい1.はい		21.はい		21.はい2.いいえ				21.はい		21.はい1.はい

		150		一般社団法人 日本霊長類学会		日本霊長類学会		心理学・教育学　基礎生物学　統合生物学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		河村正二		カワムラショウジ		会長		kawamura@edu.k.u-tokyo.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		2.いいえ				1.はい		1.はい		当学会からは「ヒトを理解する「知」を総合した霊長類学」の提案をさせていただき、グランドビジョンの２と７に含めていただきました。それらにおける当学会からの提案の位置づけについて理解が進むと同時に、他の提案やグランドビジョン全体についても理解が広がりました。ボトムアップを重視する姿勢に強く共感しました。また、とりまとめのご苦労を知り頭が下がりました。		個人の意見です。フォーラムの最終部で、政財界から方のご講演がありました。そのうちのお一方が、国民、国民と連呼され（私も国民なのだけどと思いながら）私は基礎学術の重要性についての認識のギャップを感じ、脱「選択と集中」への道のりは遠いと感じました。何の役に立つかわからない研究に国民が税金を喜んで使う国が民度の高い国なのだとノーベル生理学・医学賞を受賞したアーサー・コーンバーグさんはかつておっしゃいました。私にとってはイグノーベル賞の連続受賞こそ日本の学術に明るい未来を感じさせるかなり重要な根拠となっています。イグノーベル賞のような功績をもっと懸賞してもよいのではないかと感じています。
		GV②⑦, No.9「ヒトを理解する「知」を総合した霊長類学」（日本霊長類学会）																11.はい		11.はい1.はい		11.はい		11.はい2.いいえ				11.はい		11.はい1.はい

		151		日本科学教育学会		日本科学教育学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		隅田　学		スミダ　マナブ		会長		sumida.manabu.mm@ehime-u.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		1.はい		日本科学教育学会は，1977年に，科学教育を一つの学際的科学として研究するために設立された学会であり，その設立趣意書の中において，自然科学の基礎や応用に関係する人々の他に，哲学，歴史，文学，芸術等の専門家との交流を図ることも謳われている。科学研究費補助金の小区分〔科学教育関連〕には，科学コミュニケーション，科学リテラシー，科学と社会，STEM教育もその内容の例に含まれている。今回発表された「学術の中長期研究戦略」の中で，一部において「人材育成」が含まれているが，人材育成は全てのグランドビジョンに係わる横断的テーマとして扱うべき重要なテーマであり，個別分野等の特性を踏まえつつ，それらを俯瞰しながら多様な背景の研究者が協働で研究を行い，学術的な根拠を踏まえてグランドビジョンを描く必要がある。その点で，「科学技術人材育成」に係わるグランドビジョンを追加することを提案するものであり，我が国の未来社会を中長期的に展望する点からも大きな意義がある。		1.はい		2.いいえ																						11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい1.はい				11.はい		11.はい2.いいえ

		152										4																																												4		4		4								

		153										4																																												4		4		4								

		154										4																																												4		4		4								

		155										4																																												4		4		4								

		156										4																																												4		4		4								

		157										4																																												4		4		4								

		158										4																																												4		4		4								

		159										4																																												4		4		4								

		160										4																																												4		4		4								

		161										4																																												4		4		4								

		162										4																																												4		4		4								

		163										4																																												4		4		4								

		164										4																																												4		4		4								

		165										4																																												4		4		4								

												4																																																								

												4																																																								

												4																																																								

												4																																																								

												4																																																								

								仮集計 カリシュウケイ 										仮集計 カリシュウケイ 

								人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		59								はい				48		17		59		12				29		13		はい

								生命科学 セイメイ カガク		49										人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		14		3		23		2				8		5

								理学・工学 リガク コウガク		41										生命科学 セイメイカガク		18		6		16		4				9		3

										149										理学・工学 リガク コウガク		16		8		20		6				12		5

																		いいえ				100		28		89		46				119		1		いいえ

																				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		44		11		35		21				50		1

																				生命科学 セイメイカガク		31		10		33		11				40		0

																				理学・工学 リガク コウガク		25		7		21		14				29		0

																		その他（はい・いいえ、未回答等） タ ミ カイトウ トウ				1		3		1		1				1		5		よくわからない

																		合計 ゴウケイ				149		48		149		59				149		0		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク

																																		2		生命科学 セイメイカガク

																																		3		理学・工学 リガク コウガク

																																		10		その他 タ

																																		29





未来2023提案者一覧

		学協会 ガク キョウカイ		氏名		生年月（※若手研究者が提案者となる場合に限り記入してください。）		年齢（令和5年3月31日時点）（※若手研究者が提案者となる場合に限り記入してください。）（※産前・産後休業、育児休業を取得した日数を加算する場合は、その日数も記入してください。） 		所属機関・部局又は学協会名		所属機関・部局又は学協会名		役職		日本学術会議の所属

		○		岡田　誠						日本地質学会		日本地質学会		会長		所属していない				1

		○		山本　衛						地球電磁気・地球惑星圏学会		地球電磁気・地球惑星圏学会		会長		所属していない				0

		○		中川　尚史						日本霊長類学会		日本霊長類学会		会長		所属していない（連携会員（特任）） ショゾク トクニン				0

		○		佐藤　薫						公益財団法人　日本気象学会		日本気象学会		理事長 東京大学理学系研究科 教授		連携会員				0

		○		秋田　調						公益社団法人　低温工学・超電導学会		低温工学・超電導学会		代表理事・会長		所属していない				0

		○		佐藤　薫						公益社団法人日本気象学会		日本気象学会		理事長・東京大学大学院理学系研究科 教授		連携会員				0

		○		山本　康次郎						一般社団法人　日本医療薬学会		日本医療薬学会		会頭		所属していない				0

		○		久保　謙哉						日本中間子科学会		日本中間子科学会		会長		所属していない				0

		○		福谷　克之						公益社団法人 日本表面真空学会		日本表面真空学会		会長		所属していない				0

		○		秋葉　博						一般社団法人日本応用数理学会		日本応用数理学会		会長		所属していない				0

		○		加倉井　和久						日本中性子科学会		日本中性子科学会		会長		所属していない				0

		○		加藤　鎌司						一般社団法人　日本育種学会		日本育種学会		会長		所属していない				0

		○		神田　穣太						日本海洋学会		日本海洋学会		会長		所属していない（連携会員（特任）） ショゾク トクニン				0

		○		西嶋　渉						公益社団法人日本水環境学会		日本水環境学会		会長		所属していない				0
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集計

				問1.　本提言の策定に先立ち、「未来の学術振興構想」の策定に向けた「学術の中長期研究戦略」の公募があったことをご存知でしたか？

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		14

				生命科学 セイメイカガク		18

				理学・工学 リガク コウガク		16

				はい				48

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		44

				生命科学 セイメイカガク		31

				理学・工学 リガク コウガク		25

				いいえ				100

				その他 タ		1

				その他 タ				1

				合計 ゴウケイ				149

				問1-1.　問１で「1.はい」と回答の場合、学・協会内で応募に関する議論が行われましたか？

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		3

				生命科学 セイメイカガク		6

				理学・工学 リガク コウガク		8

				はい				17

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		11

				生命科学 セイメイカガク		10

				理学・工学 リガク コウガク		7

				いいえ				28

				その他 タ		3

				その他 タ				3

				合計 ゴウケイ				48

										→「はい」と回答した17の学協会から13件の「学術の中長期研究戦略」の応募があった カイトウ ガクキョウカイ ケン ガクジュツ チュウチョウキ ケンキュウセンリャク オウボ

																				（人文・社会科学1件、生命科学３件、理学・工学９件） ジンブン シャカイカガク ケン セイメイカガク ケン リガク コウガク ケン



				※なお、アンケート調査で回答のあった学協会からは、14件の「学術の中長期研究戦略」の応募があった。 チョウサ カイトウ ガクキョウカイ ケン ガクジュツ チュウチョウキ ケンキュウ センリャク オウボ																												（参考）学術分野 サンコウ ガクジュツ ブンヤ

				　（上記と差分２件は、問1-1（学協会内での議論）で「いいえ」と回答があった１件【地球電磁気・地球惑星圏学会】。）																												理学・工学 リガク コウガク

				GV②, No.7「地球電磁気学と考古学・人類学の連携による第四紀研究の新たなパラダイム構築」（地球電磁気・地球惑星圏学会）																												理学・工学 リガク コウガク

				GV②⑦, No.9「ヒトを理解する「知」を総合した霊長類学」（日本霊長類学会） ニホン レイチョウルイ ガッカイ																												人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク

				GV④, No.22「顧みられない未利用種（NUS）の遺伝的改良に基づく持続可能な agro-ecosystem の確立」（日本育種学会） ニホン イクシュ ガッカイ																												生命科学 セイメイ カガク

				GV⑤⑥, No.36「患者主体的医療体制の実現とそれを支えるヘルスリテラシー教育体制を構築」（日本医療薬学会） ニホン イリョウ ヤクガクカイ																												生命科学 セイメイ カガク

				GV⑨⑫, No.65「 地球型惑星のデジタルツイン」（日本気象学会） ニホン キショウ ガクカイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑩, No.70 「宇宙・地球研究資料のアーカイブ化とキュレーションシステムの構築」（日本地質学会） ニホン チシツ ガッカイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑪⑬, No.93「数理科学と社会科学に基づいた分野横断的な先進的自然災害予測・評価による防災・復興の実現と国際社会への発信」（日本応用数理学会） ニホン オウヨウ スウリ ガッカイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑫, No.104「 有人・無人航空機による気候・地球システム科学研究の推進」（日本気象学会） ニホン キショウ ガクカイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑫, No.105「 深海アルゴフロートの全球展開による気候・生態系変動予測の高精度化」（日本海洋学会） ニホン カイヨウ ガッカイ																												生命科学 セイメイカガク

				GV⑬,  No,113「水環境における物質循環と生態系の完全理解に基づいた持続可能社会の確立を目指した超分野融合学術体系の構築」（日本水環境学会） ニホン ミズ カンキョウ ガクカイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑭, No.123「2050 年以降への持続的カーボンニュートラル社会を実現する低温工学および超電導工学体系の創出」（低温工学・超電導学会） テイオン コウガク チョウデンドウ ガッカイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑭, No.124「 表面科学と真空技術のシナジー効果による次世代科学技術の推進」提案（日本表面真空学会） テイアン ニホン ヒョウメン シンクウ ガッカイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑯, No.144「２１世紀の量子プローブ「ミュオン」を用いた学際科学の新展開」（日本中間子科学会） ニホン チュウカンシ カガク カイ																												理学・工学 リガク コウガク

				GV⑯, No.146「 中性子ビーム利用の中長期研究戦略」（日本中性子科学会） ニホン チュウセイシ カガク カイ																												理学・工学 リガク コウガク





				問2.　この提言「未来の学術振興構想 (2023 年版)」が発出されたことをご存知でしたか？

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		23

				生命科学 セイメイカガク		16

				理学・工学 リガク コウガク		20

				はい				59

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		35

				生命科学 セイメイカガク		33

				理学・工学 リガク コウガク		21

				いいえ				89

				その他 タ		1

				その他 タ				1

				合計 ゴウケイ				149

				問2-1.　問２で「1.はい」と回答の場合、それを受けて学・協会内での議論はありましたか？

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		2

				生命科学 セイメイカガク		4

				理学・工学 リガク コウガク		6

				はい				12

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		21

				生命科学 セイメイカガク		11

				理学・工学 リガク コウガク		14

				いいえ				46

				その他 タ		1

				その他 タ				1

				合計 ゴウケイ				59

				問3.　10月4日（金）開催の学術フォーラム「未来の学術振興構想－実現に向けて－」をに参加予定ですか？（されましたか？）

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		8

				生命科学 セイメイカガク		9

				理学・工学 リガク コウガク		12

				はい				29

				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		50

				生命科学 セイメイカガク		40

				理学・工学 リガク コウガク		29

				いいえ				119

				その他 タ		1

				その他 タ				1

				合計 ゴウケイ				149



問１　本提言の策定に先立ち、「未来の学術振興構想」の策定に向けた「学術の中長期研究戦略」の公募があったことをご存知でしたか？





人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	14	18	16	44	31	25	1	

人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	48	100	1	



問２.　この提言「未来の学術振興構想（2023 年版）」が発出されたことをご存知でしたか？





人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	23	16	20	35	33	21	1	

人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	59	89	1	



問３.　10月4日（金）開催の学術フォーラム「未来の学術振興構想－実現に向けて－」をに参加予定ですか？（されましたか？）





人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	8	9	12	50	40	29	1	

人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	29	119	1	



問１－１.　問１で「はい」と回答の場合、学・協会内で応募に関する議論が行われましたか？





人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	3	6	8	11	10	7	3	

人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	17	28	3	



問2-1.　問２で「1.はい」と回答の場合、それを受けて学・協会内での議論はありましたか？





人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	2	4	6	21	11	14	1	

人文・社会科学	生命科学	理学・工学	はい	人文・社会科学	生命科学	理学・工学	いいえ	その他	その他	12	46	1	



【調査概要】
・調査名称：提言「未来の学術振興構想（2023 年版）」に関するアンケート調査
・調査実施期間：2024年９月９日（月）～10月15日（火）
・調査実施主体：日本学術会議科学者委員会学術研究振興分科会
・調査対象：日本学術会議協力学術研究団体
・調査方法：オンライン
・有効回答数：149件 （人文・社会科学59団体、生命科学49団体、理学・工学41団体）
　　　　　　　※重複回答１件及び協力学術研究団体の確認が取れなかった１件の合計２件を除いた。
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		1

齊藤 美穂(SAITO Miho): ２回回答があったため、２回目の回答を採用
		公益社団法人低温工学・超電導学会		低温工学・超電導学会								齊藤　隆		さいとう　たかし		事務局長		cssj@csj.or.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								2.いいえ		2.いいえ		2.いいえ						2.いいえ		

		2		経営学史学会		経営学史学会		経営学 ケイエイガク		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		米田　晃		ヨネダ　コウ		学会事務局担当委員		shmt.gakushijimu@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		3		たたら研究会		たたら研究会		史学　地域研究　経済学　化学　材料工学　社会学 シガク チイキ ケンキュウ ケイザイガク カガク ザイリョウ コウガク シャカイガク		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		野島　永		ノジマ　ヒサシ		事務局長		nojima@hiroshima-u.ac.jp		2.いいえ		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						現在、事務局等で学術振興構想について意見の提出を求めております。																		12.いいえ		12.いいえ2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		4		日本刑法学会		日本刑法学会		法学 ホウガク		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		橋爪　隆		ハシヅメタカシ		常務理事		info@clsj.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		5		日本ケベック学会		日本ケベック学会		社会学　経営学　経済学　法学　哲学　政治学　史学　言語・文学　心理学・教育学　地域研究		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		関　未玲		セキ　ミレイ		事務局幹事長		sekimirei@rikkyo.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		6		日本ヒューマンケア・ネットワーク学会		日本ヒューマンケア・ネットワーク学会		心理学・教育学　基礎医学　臨床医学　健康・生活科学　地域研究　総合工学　電気電子工学　機械工学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		伊藤　智彰		イトウ　トモアキ		理事		rehanet@saitama-med.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						提言書を各学会等に送付するなど、より広報活動を行ってはいかがでしょうか。（回答者個人意見）																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		7		公益社団法人低温工学・超電導学会

齊藤 美穂(SAITO Miho): 前回、学術の中長期研究戦略の応募があった学協会を、黄色セル朱書きとしています。		低温工学・超電導学会		機械工学　材料工学　電気電子工学　物理学		理学・工学 リガク コウガク		3		齊藤　隆		さいとう　たかし		事務局長		cssj@csj.or.jp		1.はい		1.はい		2.いいえ						2.いいえ								GV14,No.123「2050 年以降への持続的カーボンニュートラル社会を実現する低温工学および超電導工学体系の創出」提案（低温工学・超電導学会） テイアン テイオン コウガク チョウデンドウ ガッカイ																31.はい		31.はい1.はい		32.いいえ						32.いいえ		

		8		一般社団法人中日教育研究学会		中日教育研究学会		哲学　心理学・教育学　基礎医学　地域研究　史学　言語・文学　健康・生活科学　食料科学　社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		呂 暁?		ロ　ショウトン		代表理事兼会長		zhongri@scjer.com		1.はい		2.いいえ		2.いいえ						1.はい,2.いいえ						ありがとうございました。次回からしっかり参加せていただきます。																		11.はい		11.はい2.いいえ		12.いいえ						11.はい,2.いいえ		

		9		公益社団法人 日本工学会		日本工学会		総合工学		理学・工学 リガク コウガク		3		井上 雅則		イノウエ マサノリ		事務局長		eng@jfes.or.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		10		日本情報ディレクトリ学会		日本情報ディレクトリ学会		社会学　情報学　心理学・教育学　経営学　地域研究		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		豊谷　純		トヨタニ　ジュン		事務局長		toyotani.jun@nihon-u.ac.jp		2.いいえ		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		11		日本寄生虫学会		日本寄生虫学会		薬学　基礎生物学　臨床医学　基礎医学		生命科学 セイメイカガク		2		丸山治彦		マルヤマハルヒコ		理事長		hikomaru@med.miyazaki-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		12		日本情報教育学会		日本情報教育学会		数理科学　健康・生活科学　情報学　哲学　心理学・教育学　社会学		理学・工学 リガク コウガク		3		加納寛子		カノウ　ヒロコ		会長		kanoh@cc.yamagata-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						1.はい		3.よくわからない				AI関連の内容をもっと盛り込むべきだと思う。8月に海外のAI関連に関心を持つ人のハッカソンが行われ、1000人ほどの人が参加していた。世界中の人が集まっていたが、そこに、日本人は見当たらなかったし、少なくとも上位に浮上している中にはいなかった。このままでは日本はAI後進国まっしぐらだと思う。日本でAI研究者として持ち上げられている人は、自画自賛好きで、あまりにレベルが低すぎるように見受けられる。私はソースコードを書くハッカーではないが、何処がどう遅れているかは把握しているつもりだ。																		32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						31.はい		31.はい3.よくわからない

		13		日本知的資産経営学会		日本知的資産経営学会		経営学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		伊藤　和憲		イトウ　カズノリ		会長		itoh@isc.senshu-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						特にありません。																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		14		日本周産期・新生児医学会		日本周産期・新生児医学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		田中　守		タナカ　マモル		理事長		mtanaka@keio.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		15		一般社団法人　日本肝臓学会		日本肝臓学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		中北　雄司		ナカキタ　ユウジ		事務局次長　		nakakita@jshep.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		16		日本視覚学会		日本視覚学会		情報学　物理学　心理学・教育学		理学・工学 リガク コウガク		3		金子　寛彦		カネコ　ヒロヒコ		会長		kaneko.h.ab@m.titech.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		17		一般社団法人　日本計算機統計学会		日本計算機統計学会		情報学　数理科学　総合工学		理学・工学 リガク コウガク		3		中村智洋		ナカムラトモヒロ		庶務理事		nakamurat@kyoto-wu.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		18		日本貿易学会		日本貿易学会		史学　経済学　地域研究　法学　言語・文学　経営学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		長田　元		ナガタ　ゲン		事務局長		nagata@gifu.shotoku.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		19		日本膵臓学会		日本膵臓学会		基礎医学　臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		正宗淳		マサムネアツシ		理事長		atsushi.masamune.d2@tohoku.ac.jp		1.はい				1.はい						1.はい																								21.はい		21.はい		21.はい						21.はい		

		20		日本計算数理工学会		日本計算数理工学会		総合工学　情報学　機械工学　土木工学・建築学　電気電子工学　数理科学　物理学		理学・工学 リガク コウガク		3		植田毅		ウエタツヨシ		会長		tsuyoshi_ueta@jikei.ac.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		21		地球電磁気・地球惑星圏学会		地球電磁気・地球惑星圏学会		地球惑星科学		理学・工学 リガク コウガク		3		横山 竜宏		ヨコヤマ タツヒロ		運営委員		yokoyama@rish.kyoto-u.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ								GV2,No.7地球電磁気学と考古学・人類学の連携による第四紀研究の新たなパラダイム構築（地球電磁気・地球惑星圏学会）																31.はい		31.はい2.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		22		日本泌尿器内視鏡ロボティクス学会		日本泌尿器内視鏡ロボティクス学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		宮嶋　哲		ミヤジマ　アキラ		理事		akmzally@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		23		一般社団法人情報システム学会		情報システム学会		心理学・教育学　電気電子工学　経済学　経営学　情報学　哲学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		岩崎和隆		イワサキカズタカ		常務理事総務委員長兼事務局長		aoikeneko@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		24		日本ピューリタニズム学会		日本ピューリタニズム学会		史学　地域研究　法学　哲学　言語・文学　経済学　政治学　社会学　心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		圓月　勝博		エンゲツ　カツヒロ		会長		kengetsu@mail.doshisha.ac.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		25		比較舞踊学会		比較舞踊学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		今西　ひとみ		イマニシヒトミ		事務局長		hikakubuyoujimu@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		26		東京地学協会		東京地学協会		地球惑星科学		理学・工学 リガク コウガク		3		松本　良		マツモトリョウ		理事　副会長		ryom@beetle.ocn.ne.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				1.はい		3.よくわからない				（以下、個人的な見解です）
気候変動・ゼロエミッション・原子力が国ー行政の課題であり学術サイドからのインプットが重要な役割を果たすべき喫緊の課題と考えます。今や学術と国ー行政の間のオープンな議論が必須ですが、政治的な思惑により懸念や対処方針が共有されていない現状が問題。産業界も巻き込み率直な議論を展開するフォーラムやプラットフォームの構築が必要と感じます。																		31.はい		31.はい2.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				31.はい		31.はい3.よくわからない

		27		東北矯正歯科学会		東北矯正歯科学会		歯学		生命科学 セイメイカガク		2		川鍋　仁		カワナベ　ヒトシ		総務		kawanabe5515@gmail.com		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		28		公益社団法人　日本航海学会		日本航海学会		総合工学　法学　機械工学		理学・工学 リガク コウガク		3		竹本　孝弘		タケモト　タカヒロ		会長		takemoto@kaiyodai.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						1.はい																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						31.はい		

		29		システム制御情報学会		システム制御情報学会		総合工学		理学・工学 リガク コウガク		3		野田哲男		ノダアキオ		会長		akio.noda@oit.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		30		日本景観生態学会		日本景観生態学会		統合生物学　地球惑星科学　土木工学・建築学　環境学　基礎生物学　農学		生命科学 セイメイカガク		2		丹羽英之		ニワヒデユキ		幹事		niwa.hideyuki@kuas.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		31		日本港湾経済学会		日本港湾経済学会		土木工学・建築学　環境学　政治学　地域研究　経営学　社会学　史学　経済学		理学・工学 リガク コウガク		3		河野公洋		コウノキミヒロ		副会長・事務局長		office@port-economics.jp		1.はい		2.いいえ		2.いいえ						2.いいえ						目先の話ですが、現在、総じて文系学会の団塊世代の大量退会による会員減が問題となっております。「未来の学術振興構想」は大切な案件と理解していますが、学会の体制維持に全勢力をつぎ込んでいる状況です。関心が無い訳ではありませんが、事情をお察し下さい。																		31.はい		31.はい2.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		32		日本研究皮膚科学会		日本研究皮膚科学会		基礎医学　臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		宮崎ゆか子		ミヤザキユカコ		事務局職員		office@jsid.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		33		プラズマ・核融合学会		プラズマ・核融合学会		総合工学　電気電子工学　地球惑星科学　物理学		理学・工学 リガク コウガク		3		安藤　晃		アンドウ　アキラ		会長		akira.ando.a1@tohoku.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						　（今回の提言について当学会内で公的に議論する予定はないため、個人的な感想です。）各「ビジョン」はよく考えられた内容ですが、さらに一段高い分野横断的な視点から検討を加えた「グランドビジョン」の内容について意見させて頂きます。
　まず全体的にデジタル技術に依存した記述が多いのが気になります。グランドビジョンは未来の学術振興構想を構築する礎となる概念であるべきで、一方でデジタル技術はそのための手法です。デジタル技術に依存した学術のみが振興の対象となるようにも読み取れます。
　また、あえて最後の段で「物理学を中心とした先鋭的な学術をさらに進展させる」と記述していますが、「真理の追究であると同時に、地球上の人類の在り方を理解する」のは必ずしも物理学だけに限りません。なぜここに物理学を強調した記述をするのでしょうか？「おわりに」の章で、「本提言が、・・・具体的施策や予算措置に活かされることを期待」との記述があることから、一部の分野への予算偏重に寄与する意見がなされているとも取られてしまう懸念があります。
　個人的な杞憂にすぎないかも知れませんが、お伝えいたします。																		31.はい		31.はい2.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		34		電気学会		電気学会		電気電子工学		理学・工学 リガク コウガク		3		本吉　高行		モトヨシ　タカユキ		専務理事		motoyoshi@iee.or.jp		2.いいえ				2.いいえ						1.はい		3.よくわからない																						32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						31.はい		31.はい3.よくわからない

		35		民俗芸能学会		民俗芸能学会		地域研究　哲学　史学　社会学　言語・文学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		茂木栄		モギサカエ		代表理事		office@minzokugeino.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						特になし																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		36		日本都市社会学会		日本都市社会学会		社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		三田泰雅		ミタヤスマサ		事務局担当理事		mita@yokkaichi-u.ac.jp		2.いいえ		2.いいえ		2.いいえ						2.いいえ						取りまとめご苦労様です。
当学会としては議論しておりませんので、以下は回答者個人の意見です。

一見して自然科学的な傾きが強く、人文社会的な関心が弱い印象を受けました。
全体に「強者の研究」が羅列されているという感想です。
市井の人々の生きづらさの軽減を目指す研究構想があってもよいのではないかと思います。
具体策がなくて申し訳ありませんが、感想として申し上げます。
																		12.いいえ		12.いいえ2.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		37		日本肺サーファクタント・界面医学会		日本肺サーファクタント・界面医学会		薬学　基礎医学　歯学　臨床医学　健康・生活科学		生命科学 セイメイカガク		2		藤田　昌樹		フジタ　マサキ		事務局長		mfujita@fukuoka-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		38		日本育種学会		日本育種学会		農学		生命科学 セイメイカガク		2		岩田洋佳		イワタヒロヨシ		幹事長		hiroiwata@g.ecc.u-tokyo.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい		2023年度の「学術の中長期研究戦略」に提案するために、日本育種学会のメンバーに加え、日本作物学会、日本園芸学会などのメンバーも含めて議論を行った。議論の結果を学会内でまとめ、日本育種学会長から提出した。その後、提出した内容が提言に盛り込まれた。また、提言の発出後、議論というかたちではないが、上述した一連の過程について学会全体に情報が共有された。		1.はい		3.よくわからない		まだ実施されていないため、回答できません。		「学術の中長期研究戦略」については、単一の学会から提案するのではなく、関連学会などとともに、より大きなビジョンのもとで提案するのがよいと思われる（個人の提案・意見です）。なお、この点については、私が常任委員を担当していた際に日本農学会においても、議論がなされた。		GV4,No.22「顧みられない未利用種（NUS）の遺伝的改良に基づく持続可能な agro-ecosystem の確立」（日本育種学会） ニホン イクシュ ガッカイ																21.はい		21.はい1.はい		21.はい		21.はい1.はい				21.はい		21.はい3.よくわからない

		39		日本経営倫理学会		日本経営倫理学会		経済学　社会学　哲学　経営学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		潜道文子		センドウアヤコ		学会長		asendoh@ner.takushoku-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						地球規模の環境危機に対し、多様な専門分野の専門家が議論する場を創出し、かつ協力して学際的な研究を進めていくことが、持続的社会の構築につながると考える。																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		40		日本教育経営学会		日本教育経営学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		末松裕基		スエマツヒロキ		常任理事・教育関連学会連絡協議会担当		hiroki-s@u-gakugei.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						現時点では特になし。																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		41		日本植物形態学会		日本植物形態学会		基礎生物学		生命科学 セイメイカガク		2		高野博嘉		タカノヒロヨシ		会長		takano@kumamoto-u.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						「未来の学術振興構想」に関しては、重複する会員が多く、また会員の規模が大きい、関連する学会から提案がなされており、当学会単独で提案は行なっていない。当学会の会員も、それらの学会での提案等には関わっている。
問1－1等について、単純に数を集計して、活動が低い学会がある、という結論にならないように配慮いただけますと幸いです。																		21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		42		公益社団法人日本畜産学会		日本畜産学会		農学		生命科学 セイメイカガク		2		水野谷　航		ミズノヤ　ワタル		常務理事		mizunoya@azabu-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		43		日本ハンセン病学会		日本ハンセン病学会		臨床医学　社会学		生命科学 セイメイカガク		2		今野　桑子		イマノ　クワコ		事務員		postmaster@hansen-gakkai.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		44		クロマトグラフィー科学会		クロマトグラフィー科学会		数理科学　地球惑星科学　基礎生物学　機械工学　総合工学　健康・生活科学　化学　環境学　薬学　統合生物学　電気電子工学　農学　歯学　食料科学　臨床医学　基礎医学　材料工学　情報学		理学・工学 リガク コウガク		3		北川文彦		キタガワフミヒコ		事務局長		scs_secretary@chromsoc.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ						回答者個人として特段の意見はございません。																		32.いいえ		32.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		45		日本応用数理学会		日本応用数理学会		数理科学		理学・工学 リガク コウガク		3		速水 謙		ハヤミ ケン		会長		hayami@nii.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい		当学会の提言をもとに学会誌の特集号を編集した。		1.はい						構想を具体化する予算措置が望まれる。（個人）		GV11,13,No.93「数理科学と社会科学に基づいた分野横断的な先進的自然災害予測・評価による防災・復興の実現と国際社会への発信」（日本応用数理学会） ニホン オウヨウ スウリ ガッカイ																31.はい		31.はい1.はい		31.はい		31.はい1.はい				31.はい		

		46		日本魚類学会		日本魚類学会		統合生物学　基礎生物学　環境学		生命科学 セイメイカガク		2		井口恵一朗		イグチケイイチロウ		会長		keyichi@nagasaki-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		47		日本社会福祉学会		日本社会福祉学会		地域研究　心理学・教育学　哲学　経営学　経済学　史学　法学　社会学　言語・文学　環境学　政治学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		和氣純子		ワケジュンコ		会長		wake@tmu.ac.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ						「未来の学術振興構想」自体、私自身は会員なので知っているが、学術会議会員以外への周知が不十分であると考えます。学協会横断的でありながら、より身近なテーマで直接内容を知りえる企画や広報の体制を考える必要があると思います。本学会では、学術会議のお知らせは理事にはＭＬで周知されますが、それに対するレスポンスを集約する機会はなく、また一般会員にはお知らせが届かない（必要と思っていただけていない）現状にあります。今後、会員として学術会議を身近な存在と捉えていただく工夫を自身、および学会、および学術会議内の委員会等で考えてみたいと思います。
																		12.いいえ		12.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		48		日本分子生物学会		日本分子生物学会		基礎生物学		生命科学 セイメイカガク		2		中川　真一		ナカガワ　シンイチ		庶務幹事		info@mbsj.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						特定の分野に集中投資することも重要であるが、幅広い研究分野をサポートすることも重要である。現在、そのバランスが崩れつつある。今流行りの分野に投資するだけではなく、将来的に大きく発展する分野の目を育てるような研究への投資を増やしていくことが必要である。																		22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		49		一般社団法人日本調理科学会		日本調理科学会		心理学・教育学　地域研究　農学　食料科学　健康・生活科学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		真部　真里子		マナベ　マリコ		会長		mmanabe@dwc.doshisha.ac.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				1.はい						グランドビジョン達成に向けて、個々の研究者、個々の学・協会が独自に取り組むだけでなく、学・協会が協働するプロジェクトの構築などは考えられないでしょうか（個人意見）																		12.いいえ		12.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				11.はい		

		50		歴史地理学会		歴史地理学会		地域研究　史学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		天野宏司		アマノコウジ		庶務常任委員長		kouji10@surugadai.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		51		日本選択理論心理学会		日本選択理論心理学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		佐藤真司		サトウシンジ		事務局長		shinjisato@choicetheory.net		2.いいえ		2.いいえ		2.いいえ		2.いいえ				2.いいえ		2.いいえ																						12.いいえ		12.いいえ2.いいえ		12.いいえ		12.いいえ2.いいえ				12.いいえ		12.いいえ2.いいえ

		52		一般社団法人　日本海洋学会		日本海洋学会		統合生物学　地球惑星科学　環境学　数理科学　物理学　化学　基礎生物学		生命科学 セイメイカガク		2		江淵　直人		エブチ　ナオト		会長		ebuchi@lowtem.hokudai.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい		本学会が，関連学協会とともに提案した「深海アルゴフロートの全球展開による気候・生態系変動予測の高精度化」が，「未来の学術振興構想（2023年版）」に取り上げられたことを受けて，文科省の「学術研究の大型プロジェクトの推進に関する基本構想 － ロードマップ２０２３ －」への申請を検討し，東北大学を実施機関として申請を行った．		1.はい				開催前に回答しているため，問３－１，３－２については回答できません．		学術会議をとりまく状況が大きく変化している中で，将来・未来を見据えた構想をきちんと準備することは，我が国の学術の発展のためには欠かせないと考えます．今後も，公募形態を大きく変えることなく，定期的にアップデートし続けるこよが必要であると考えます．（回答者個人の意見です）		GV12,No.105「 深海アルゴフロートの全球展開による気候・生態系変動予測の高精度化」（日本海洋学会） ニホン カイヨウ ガッカイ																21.はい		21.はい1.はい		21.はい		21.はい1.はい				21.はい		

		53		日本地質学会		日本地質学会		地球惑星科学		理学・工学 リガク コウガク		3		辻森　樹		ツジモリ　タツキ		学術研究部会長		tatsukix@tohoku.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい				2.いいえ								GV10,No.70 宇宙・地球研究資料のアーカイブ化とキュレーションシステムの構築（日本地質学会） ニホン チシツ ガッカイ																31.はい		31.はい1.はい		31.はい		31.はい1.はい				32.いいえ		

		54		日本生物工学会		日本生物工学会		情報学　総合工学　健康・生活科学　化学　基礎医学　数理科学　食料科学　農学　環境学　基礎生物学　薬学　統合生物学　材料工学		理学・工学 リガク コウガク		3		秦　洋二		ハタ　ヨウジ		会長		y_hata@gekkeikan.co.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ						生物工学会からの提案はございません。																		32.いいえ		32.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		55		日本茶業学会		日本茶業学会		電気電子工学　農学　健康・生活科学　環境学　薬学　経営学　食料科学　機械工学　土木工学・建築学　化学　情報学		理学・工学 リガク コウガク		3		阿南豊正		アナントヨマサ		事務局長		jimukyoku@chagakkai.ec-net.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		56		日本子ども社会学会		日本子ども社会学会		心理学・教育学　社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		石黒万里子		イシグロマリコ		事務局長		m-ishiguro@tsu.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		57		日本結核・非結核性抗酸菌症学会		日本結核・非結核性抗酸菌症学会		臨床医学　薬学　基礎医学		生命科学 セイメイカガク		2		礒部 威		イソベ　タケシ		理事長		isobeti@med.shimane-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		58		日本感情心理学会		日本感情心理学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		稲垣勉		イナガキツトム		事務局長		ts_inaga@kufs.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		59		比較思想学会		比較思想学会		言語・文学　哲学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		中島隆博		ナカジマ　タカヒロ		会長		nakajima@ioc.u-tokyo.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						グランドデザインを拝見しましたが、既存の研究の延長線にあるものがほとんどで、分野を超えた新機軸に乏しいと思います。提案者に日本の研究者がずらっと並んでいるのも気がかりです。より開かれたビジョンに洗練されることを願います。																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		60		日本図書館文化史研究会		日本図書館文化史研究会		史学　社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		三浦太郎		ミウラタロウ		事務局長		office@jalih.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		61		日本スポーツパフォーマンス学会		日本スポーツパフォーマンス学会		統合生物学　心理学・教育学　基礎生物学　健康・生活科学　基礎医学　臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		前田明		マエダアキラ		理事長		office@sports-performance.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		62		日本学校メンタルヘルス学会		日本学校メンタルヘルス学会		健康・生活科学　臨床医学　心理学・教育学		生命科学 セイメイカガク		2		大塚泰正		オオツカヤスマサ		理事長		otsuka@human.tsukuba.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		63		日本近代文学会		日本近代文学会		言語・文学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		久米依子		くめ　よりこ		代表理事		takahasi@pb3.so-net.ne.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		64		公益社団法人　全国大学体育連合		全国大学体育連合		健康・生活科学　心理学・教育学		生命科学 セイメイカガク		2		木内 敦詞		キウチ アツシ		常務理事，研究部長		kiuchi.atsushi.fw@u.tsukuba.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		65		日本農村医学会		日本農村医学会		健康・生活科学		生命科学 セイメイカガク		2		佐藤賢治		サトウケンジ		理事長		kenko@js2.so-net.ne.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						日本農村医学会では、かねてより農薬中毒、農機具災害、農村の生活習慣病に関する研究が行われているが、研究対象となるリアルデータの収集は個別に多大な労力を要する反面、網羅性、悉皆性が保証されるとは限らない。グランドビジョン(10)「データ基盤と利活用による学術界の再構築」はいかなる研究領域においても根幹をなす概念であり、生産年齢が急速に減少する中で効率的かつ質が高い研究を推進するには必須である。医療福祉の実践でも、人口減少に伴う需要減少より、生産年齢の減少幅が大きく、データに基づく効率的なサービスを迅速かつ動的に策定し、現場で実践する体制が求められる。
こうした環境づくりには相応のコストが必要だが、共通基盤と個人情報に配慮された情報を積極的に活用できる仕組みの策定により、総コストの最小化を期待できる。																		21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		66		日本保健医療行動科学会		日本保健医療行動科学会		健康・生活科学		生命科学 セイメイカガク		2		諏訪茂樹		スワシゲキ		会長		info@jahbs.info		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		67		日本雑草学会		日本雑草学会		基礎生物学　環境学　農学　統合生物学　食料科学		生命科学 セイメイカガク		2		保田謙太郎		ヤスダケンタロウ		幹事長		kentaroy@akita-pu.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		68		環境技術学会		環境技術学会		環境学　化学　地球惑星科学　基礎生物学　土木工学・建築学　農学　社会学　情報学　健康・生活科学　地域研究　電気電子工学　材料工学　機械工学　基礎医学　物理学		理学・工学 リガク コウガク		3		伊藤　和宏		イトウ　カズヒロ		総務委員長		itoh@eng.u-hyogo.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								31.はい		31.はい2.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		69		日本地震学会		日本地震学会		地球惑星科学		理学・工学 リガク コウガク		3		久家慶子		クゲケイコ		会長		kuge.keiko.7x@kyoto-u.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								31.はい		31.はい2.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		70		一般社団法人日本鳥学会		日本鳥学会		基礎生物学　環境学		生命科学 セイメイカガク		2		松井　晋		マツイ　シン		事務局長		matsui@ornithology.jp 		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		71		日本スポーツマネジメント学会		日本スポーツマネジメント学会		健康・生活科学		生命科学 セイメイカガク		2		小笠原悦子		オガサワラエツコ		会長		eogasawa@juntendo.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						1.はい		3.よくわからない																						22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						21.はい		21.はい3.よくわからない

		72		日本生化学会		日本生化学会		農学　化学　食料科学　統合生物学　歯学　臨床医学　基礎医学　薬学　基礎生物学　健康・生活科学		生命科学 セイメイカガク		2		横溝岳彦		ヨコミゾタケヒコ		会長		tyokomi@juntendo.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		73		イアシル・ジャパン		イアシル・ジャパン		言語・文学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		吉野　由利		ヨシノ　ユリ		事務局長		secretary@iasil.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		74		古代アメリカ学会		古代アメリカ学会		史学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		中川渚		ナカガワナギサ		事務幹事		info@americaantigua.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		75		日本発達心理学会		日本発達心理学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		江尻桂子		エジリケイコ		事務局長		ejirikeiko@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		76		史学研究会		史学研究会		史学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		中砂　明徳		ナカスナ　アキノリ		理事長		nakasuna.akinori.6n@kyoto-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		77		非営利活動法人安全工学会		安全工学会		総合工学		理学・工学 リガク コウガク		3		和田木　健		ワダキ　タケル		事務局長		jsse-2004nifty.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		78		日本海水学会		日本海水学会		材料工学　総合工学　環境学　食料科学　化学　農学		理学・工学 リガク コウガク		3		加留部智彦		カルベトモヒコ		庶務理事		office@swsj.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		79		一般社団法人日本消化器外科学会		日本消化器外科学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		調　憲		シラベ　ケン		理事長		info@jsgs.or.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		80		溶接学会		溶接学会		総合工学　材料工学		理学・工学 リガク コウガク		3		田中　学		タナカマナブ		会長		tanaka.manabu.hq@osaka-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						ものづくりのスマート化は、SDGsやカーボンニュートラル実現など、「環境保全」「経済成長」「社会的包摂」の３つの調和に最大限に配慮しながら、持続可能な社会の発展のため、必須の課題です。
それには、ものづくりメタバースの達成が必要ですが、そのネックとなる技量やノウハウに関わる部分のデータ基盤とサイバー空間の整備が極めて重要です。
とりわけ、材料と材料、あるいは、部材と部材と繋ぐ溶接・接合技術のスマート化は重要課題です。
しかしながら、溶接・接合は、学術的対象がナノサイズからメートルサイズに及び、また、非平衡現象を多分に含むため、学術的に未解明な部分が多く、スマート化に苦慮しているのが現状です。
実験・計測データに基づく科学に立脚した知見と、AIとの融合をはかり、溶接・接合分野の学術振興が必要です。
他方、それらの学術的発展を踏まえ、溶接・接合科学の知見から分離科学へ展開し、ものづくりにおける究極のリサイクル社会の構築に貢献できるものと考えています。
寿命を迎え、あるいは、役目を終えた製品の溶接・接合部を瞬時に分離し、新たな素材としてリサイクルさせる究極の技術です。																		32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		81		日本認知言語学会		日本認知言語学会		言語・文学　心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		八木橋宏勇		ヤギハシヒロトシ		事務局代表		jcla-secretariat@2jcla.jp		1.はい,2.いいえ		1.はい		1.はい,2.いいえ						2.いいえ																								11.はい,2.いいえ		11.はい,2.いいえ1.はい		11.はい,2.いいえ						12.いいえ		

		82		日本総合学術学会		日本総合学術学会		地域研究　言語・文学　情報学　環境学　心理学・教育学　物理学　数理科学　社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		深見兼孝		フカミカネタカ		事務局長		khukami@hiroshima-u.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		83		日本小児科学会		日本小児科学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		滝田順子		タキタジュンコ		会長		jtakita@kuhp.kyoto-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		84		文化経済学会＜日本＞		文化経済学会＜日本＞		経済学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		片山　泰輔		カタヤマ　タイスケ		特別理事（日本学術会議担当）、前会長		katayama@tkb.att.ne.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		85		日本呼吸器内視鏡学会		日本呼吸器内視鏡学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		浅野　文祐		アサノ　フミヒロ		理事長		asano-fm@ceres.ocn.ne.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						特にございません。																		22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		86		日本図書館情報学会		日本図書館情報学会		情報学		理学・工学 リガク コウガク		3		金井喜一郎		カナイキイチロウ		事務局長		jimukyoku2020@jslis.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		87		日本コミュニケーション障害学会		日本コミュニケーション障害学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		川合紀宗		カワイノリムネ		理事長		nkawai@hiroshima-u.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		88		日本保健医療社会学会		日本保健医療社会学会		地域研究　健康・生活科学　社会学　臨床医学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		金子雅彦		カネコマサヒコ		学会長		kaneko.masahiko@nifty.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		89		分離技術会		分離技術会		総合工学		理学・工学 リガク コウガク		3		栃木　勝己		トチギ　カツミ		事務局長		jimu@sspej.gr.jp		2.いいえ				2.いいえ						1.はい				１０月４日開催予定の学術フォーラムに会場で参加を予定しており，提言内容の理解に努めます．
参加前に回答させていただきますので，意見・感想は回答できません．
ご容赦ください．																				32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						31.はい		

		90		特定非営利活動法人日本海洋工学会		日本海洋工学会		総合工学		理学・工学 リガク コウガク		3		猪口茂樹		イノクチシゲキ		事務局員		s.inokuchi@k8.dion.ne.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		91		日本社会心理学会		日本社会心理学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		西田　公昭		ニシダ　キミアキ		会長		nishidak@ris.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						個人の意見であることをお許しください。たいへん興味深く当会には意義深い構想だと趣旨に賛同いたします。しかしながら、この件につきまして当学会の会員からの要望や意見を聞いておらず、当会のような心理学系学会の上位の位置づけとなる「日本心理学諸学会連合」からも何ら関係する情報をいただいていないと記憶する状況ですので、今のところ、当会におきましては、どのような貢献が可能なのか必要なのか、といった具体的な関係が見えておりません。今後、詳しく知る機会がございましたら、会員等に周知して、積極的な関与が起きるかもしれないと存じます。																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		92		企業家研究フォーラム		企業家研究フォーラム		経済学　経営学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		高橋		タカハシ		事務局		museum4@osaka.cci.or.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		93		日本臨床スポーツ医学会		日本臨床スポーツ医学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		山澤　文裕		ヤマサワ　フミヒロ		理事長		yamasawa-f@marubeni.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						国内の科学者、研究者による構想に加え、海外の科学者、研究者による日本の学術振興への期待や共同研究への道筋が加えられることが、客観性を伴う構想になるかと思います。また、将来のノーベル賞候補者や世界的な貢献者への研究費の増大などを判断する組織が求められます。若い優秀な研究者が生活に苦労することのない仕組み作りは必要不可欠であります。																		22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		94		特定非営利活動法人日本栄養改善学会		日本栄養改善学会		健康・生活科学		生命科学 セイメイカガク		2		塚原　丘美		ツカハラ　タカヨシ		理事長		kaizen@jsnd.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		95		日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会		日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		増田宏明		マスダヒロアキ		事務局長		shomu@jibika.or.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						2.	「未来の学術振興2023」は、医学・医療にとどまらず、非常に広い範囲の学術の振興をカバーする素晴らしい戦略と拝察いたしました。我々耳鼻咽喉科・頭頸部外科学を専門とする者にとっては、以下のような分野の戦略を強化することでさらに良い構想になると考えます。
4.	グランドビジョン(5)生命現象の包括的理解による真のwell-beingの創出のNo.27「健康寿命延伸・QOL向上のためのICT人工臓器研究開発の進展」では、循環系、代謝系、組織融合系の人工臓器開発に言及されています。これはこれで素晴らしい提案ですが、身体の様々な機能の中でも聴覚や平衡覚などの感覚器系、発声などのコミュニケーション系、呼吸や嚥下などの気道食道系に関する開発も重要と考えます。よって、グランドビジョン(5)では、感覚系やコミュニケーション系や気道食道系に関する人工臓器の研究も推進されることを提案させて頂きます。実際我々の領域では、人工内耳が社会実装され20年以上経過し、世界的には平衡覚に関する人工前庭器の臨床試験も進んでおり、感覚系の強化により真のwell-beingの創出に資する研究が進んでおります。

後はメール		（メールにて続きの回答有）
ほかに我々が関与できる可能性のある分野として、グランドビジョン①「言語コミュニケーション研究の充実を踏まえた現代社会問題のデータ解析による解決策の提示」では、主として人文系の研究を想定されているようですが、音声言語の解析や聴覚のメカニズムは、言語・コミュニケーション研究には不可欠な医科学系分野と考えます。今後、文理融合した研究の発展が重要である点を提言させて頂きます。 ツヅ カイトウ アリ																22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		96		日本産科麻酔学会		日本産科麻酔学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		坊垣昌彦		ボウガキマサヒコ		学術委員会委員長		bougakimasahiko@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		97		一般社団法人日本民俗学会		日本民俗学会		地域研究		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		松井睦		マツイムツミ		事務局員		folklore@post.nifty.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		98		表現学会		表現学会		言語・文学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		安井寿枝		ヤスイカズエ		事務局長		exp-info@npo-ochanomizu.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		99		公益社団法人 日本義肢装具士協会		日本義肢装具士協会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		後藤 直生		ゴトウ ナオキ		副会長		523goto@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ						1.はい																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						21.はい		

		100		日本水環境学会		日本水環境学会		環境学		理学・工学 リガク コウガク		3		佐野大輔		サノダイスケ		理事		daisuke.sano.e1@tohoku.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						今回の提案者を対象に、その後の活動の追跡調査、および学術会議での内容紹介機会を提供などが行われると良いのではないか。		GV⑬, No,113「水環境における物質循環と生態系の完全理解に基づいた持続可能社会の確立を目指した超分野融合学術体系の構築」（日本水環境学会） ニホン ミズ カンキョウ ガクカイ																31.はい		31.はい1.はい		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		101		一般社団法人　農業情報学会		農業情報学会		情報学　農学		理学・工学 リガク コウガク		3		星　岳彦		ホシ　タケヒコ		代表理事・会長		hoshi@hoshi-lab.net		2.いいえ		2.いいえ		1.はい		2.いいえ		とくにございません。		2.いいえ						予算的な裏付けがあり、その大枠で何ができるかの構想を行わないと、実効性を伴わない危惧があります。。																		32.いいえ		32.いいえ2.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		102		「宗教と社会」学会		「宗教と社会」学会		社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		伊藤優		イトウユウ		事務局員		office@jasrs.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		103		会計理論学会		会計理論学会		経営学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		川口宗徳		カワグチムネノリ		事務局		office@jsssa-net.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		104		日本昆虫科学連合		日本昆虫科学連合		統合生物学　基礎生物学　化学　食料科学　健康・生活科学　基礎医学　農学　環境学		生命科学 セイメイカガク		2		木内 隆史		キウチ タカシ		事務局長		kiuchi@g.ecc.u-tokyo.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ						学・協会内からではなく、回答者個人の意見です。
「グランドビジョン４：地球の生命環境と食料供給を持続させるための学術創生」における提案はそれぞれが魅力的な提案ですが、全体として見ると植物に偏っている感じを受けました。地球の生命環境と食料供給を持続させるためには、植物を取り巻く環境にいる生物（昆虫、微生物など）に注目することも重要であり、多様な生物にかかわる提案が含まれていると「未来の学術振興構想」がより良いものになるはずです。																		22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		105		共生社会システム学会		共生社会システム学会		言語・文学　史学　環境学　心理学・教育学　法学　哲学　経済学　農学　地域研究　経営学　政治学　社会学　情報学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		岡野一郎		オカノイチロウ		運営委員長		i-okano@cc.tuat.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				1.はい																								11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				11.はい		

		106		日本医療薬学会		日本医療薬学会		薬学		生命科学 セイメイカガク		2		山本　康次郎		ヤマモト　コウジロウ		会頭		koujirou@gunma-u.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい		学会から提案した研究戦略が掲載されたので、提言を提示した上で、関連する研究の推進策を検討している。		2.いいえ								GV⑤⑥, No.36「患者主体的医療体制の実現とそれを支えるヘルスリテラシー教育体制を構築」（日本医療薬学会）																21.はい		21.はい1.はい		21.はい		21.はい1.はい				22.いいえ		

		107		日本アフリカ学会		日本アフリカ学会		法学　健康・生活科学　臨床医学　基礎生物学　環境学　薬学　心理学・教育学　哲学　経営学　政治学　土木工学・建築学　地球惑星科学　地域研究　史学　統合生物学　言語・文学　食料科学　基礎医学　社会学　経済学　総合工学　農学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		牧野久美子		マキノクミコ		庶務担当理事		Kumiko_Makino@ide.go.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		108		一般社団法人日本文化人類学会		日本文化人類学会		地域研究		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		石井美保		いしいみほ		総務担当理事		hoya@jasca.org		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						人文・社会科学分野からの積極的な発言と提言を期待いたします（回答者個人の
意見です）。
																		11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		109		（公社）日本補綴歯科学会		日本補綴歯科学会		歯学		生命科学 セイメイカガク		2		窪木拓男		クボキタクオ		理事長		pvpa7k72@s.okayama-u.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい		十分学会内にこの内容が周知されていなかったため，これまでに意見は出ておりません．		1.はい		1.はい		十分学会内にこの内容が周知されていなかったことは否めませんでした．
今回の学術フォーラム「未来の学術振興構想－実現に向けて－」の資料をあらためて学会内で共有したいと思います．		日本補綴歯科学会では，「いつまでも美味しく口から食べること」，さらに栄養摂取に貢献することで広く国民の健康長寿に寄与することを第一義としています．さらにwell-beingの創出における「幸福寿命」の延伸を図るという提言には，感銘を受け，本学会のあらたなoutcomeとしての検討を開始したいと思います．
																		21.はい		21.はい1.はい		21.はい		21.はい1.はい				21.はい		21.はい1.はい

		110		日本慢性看護学会		日本慢性看護学会		健康・生活科学　心理学・教育学		生命科学 セイメイカガク		2		田中孝美		タナカタカミ		理事		jscicn-office@umin.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		111		洋学史学会		洋学史学会		史学 シガク		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		古木　景子		コギ　ケイコ		評議員		k-kogi@hi.u-tokyo.ac.jp		2.いいえ		2.いいえ		1.はい		1.はい				1.はい		1.はい																						12.いいえ		12.いいえ2.いいえ		11.はい		11.はい1.はい				11.はい		11.はい1.はい

		112		経済学史学会		経済学史学会		経済学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		久保　真		クボ　シン		代表幹事		kuboshin650@gmail.com		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				1.はい		1.はい		もっと質疑応答の時間をとっていただければと感じました。		本学会ではこれについてまだ議論をしておりませんので、学会としての見解はありません。																		12.いいえ		12.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				11.はい		11.はい1.はい

		113		一般社団法人 日本糖尿病学会		日本糖尿病学会		臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		中別府眞理		ナカベップマリ		事務局職員		office@jds.or.jp		1.はい		1.はい		2.いいえ						2.いいえ						特段ございません。																		21.はい		21.はい1.はい		22.いいえ						22.いいえ		

		114		日本進化学会		日本進化学会		統合生物学　基礎生物学　経済学		生命科学 セイメイカガク		2		河田雅圭		カワタマサカド		学会長		kawata@tohoku.ac.jp		2.いいえ		2.いいえ		2.いいえ		2.いいえ				2.いいえ						周りでもほとんど話題になっていないようです。。各戦略を提出した団体に協力を仰ぐなどして、もう少し広報活動を効果的に行い、認知を広げていくことが重要ではないか、という意見があった。
大規模プロジェクトではなく、安定的に研究を続けられるような一般的な研究費の必要性があるのではないか、という意見があった。
学会長の個人的意見として、学術海外から提案される大規模プロジェクトのほとんどは実現されていない。提案が実現されるような戦略が必要ではないか																		22.いいえ		22.いいえ2.いいえ		22.いいえ		22.いいえ2.いいえ				22.いいえ		

		115		分子科学会		分子科学会		物理学　化学		理学・工学 リガク コウガク		3		佐藤啓文		サトウヒロフミ		総務委員長		hirofumi@moleng.kyoto-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		116

齊藤 美穂(SAITO Miho): 暫定版からの追加回答を色付け（116～）		

齊藤 美穂(SAITO Miho): 前回、学術の中長期研究戦略の応募があった学協会を、黄色セル朱書きとしています。		環境福祉学会		環境福祉学会		健康・生活科学　心理学・教育学　社会学　環境学　地域研究		生命科学 セイメイカガク		2		酒井剛		サカイツヨシ		事務局		sakait@kankyo-news.co.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		117		日本公民教育学会		日本公民教育学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		鈴木隆弘		スズキタカヒロ		事務局長		t_suzuki@takachiho.ac.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ						（事務局長個人の意見となります。学会（理事会）としての議論ではございません。ご容赦ください。）

　本学協会では、8月～10月にかけて役職者の死去にともなう対応におわれ、「未来の学術振興構想」について議論する時間等がございませんでした。
　誠に申し訳ありませんでした。
　学協会としては規模も小さい学会です。一方で、学術を取り巻く新しい状況への対応、改革への対応だけでなく、大学などが置かれている状況の悪化により、理事会等の審議事項も増加しており、学術振興会に対しての議論の時間を割くことがほとんどできなくなっております。
　個別学協会への支援など、引き続き総合的にご検討いただけますと幸いです。
																		12.いいえ		12.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		118		日本歯科審美学会		日本歯科審美学会		歯学		生命科学 セイメイカガク		2		新海航一		シンカイコウイチ		常任理事		shinkaik@ngt.ndu.ac.jp		1.はい		2.いいえ		2.いいえ						2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		119		日本熱帯生態学会		日本熱帯生態学会		地域研究　統合生物学　農学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		神崎　護		カンザキ　マモル		会長		kanzmamoru@gmail.com		2.いいえ				2.いいえ		2.いいえ				1.はい		1.はい		今回の長期戦略策定のプロセスが理解できてとても有意義でした．
またフォーラムでは，だれにむけての「提言」なのかなど，問題点の指摘も率直に行われており，意義深い会合だったと思います．		学会内部で議論する時間がありませんので，以下のコメントは会長個人としての意見です．
１．ボトムアップ型で長期戦略を公募したことは画期的だと思います．
個人的にはすでに定年退職で，大学を離れているために公募のアナウンスがとどかなかったのかなと思いますが，公募情報の広報を改善していただければと思います．
２．提言の中に，国際的な協働の視点が少なかったのが意外でした．私たちの学会が東南アジアやアフリカなど開発途上国との連携した研究活動が多いのですが，たとえば開発学の観点や，開発途上国の社会，産業を持続的なものに変革していくような国際共同研究の充実を，積極的に視野にいれた提言が少ない点に驚いています．
																		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ2.いいえ				11.はい		11.はい1.はい

		120		一般社団法人日本トライボロジー学会		日本トライボロジー学会		化学　総合工学　材料工学　機械工学		理学・工学 リガク コウガク		3		江上正樹		エガミマサキ		会長		masaki_egami@ntn.co.jp		1.はい				1.はい		1.はい		日本トライボロジー学会では、摩擦や摩耗を代表とする、「相対運動しながら互いに影響を及ぼしあう二つの表面の間におこる
すべての現象」に関する科学と技術を対象に活動を行っています。これらは省エネルギーや省資源に密接に関係するものであり、
特に2050年をゴールとするカーボンニュートラルに対して、キーテクノロジーの一つといえます。当学会としても、カーボン
ニュートラルに資するトライボロジーの研究・技術開発ロードマップをしっかりと描いて、エネルギー損失の側面からカーボン
ニュートラル達成に貢献してまいりたいと考えています。
		1.はい																								31.はい		31.はい		31.はい		31.はい1.はい				31.はい		

		121		公益財団法人　生存科学研究所		生存科学研究所		心理学・教育学　総合工学　基礎医学　健康・生活科学　薬学　臨床医学　経済学　環境学　社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		瀧澤　久嘉		タキザワ　ヒサヨシ		事務局長		office@seizon.or.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		122		日本経済学会		日本経済学会		経済学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		伊藤恵子		イトウケイコ		渉外担当理事		keiko-i@chiba-u.jp		1.はい		1.はい		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						上の問2－1で「いいえ」と回答したとおり、今回の提言の発出に対して、学会内で議論を行っていないため、以下の意見は、学会としての意見ではない。回答者と学会員の数名の個人的意見をまとめたものである。
提示されている19のグランドビジョンについては、各ビジョン間の関連性や優先順位が不明確であり、より体系的な整理が求められる。また、人文・社会科学分野のビジョンが少なく、全体として理工系に偏っているため、分野間のバランスを考慮すべきではないか。さらに、20～30年先を見据えたビジョンを掲げているが、急速に変化する社会情勢の中で、これほどの長期的な見通しを立てることの妥当性には疑問が残る。加えて、具体的な実施計画や予算規模が示されておらず、実現可能性の検証が難しいビジョンとなっている。最後に、国際的な視点や他国との比較分析が不足しているため、日本の強みを活かしたグローバルな貢献の可能性をより意識すべきではないか。
当学会の構成員の一定数は、学術会議の会員になっているが、当学会において、学術会議の会員や連携会員として活動することの意義やメリットが何かについて、十分に情報共有されていないように感じる。																		11.はい		11.はい1.はい		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		123		日本中性子科学会		日本中性子科学会		物理学		理学・工学 リガク コウガク		3		大竹　淑恵		オオタケ　ヨシエ		会長		yotake@riken.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい		日本中性子科学会は、学術構想において「中性子ビーム利用、いつでもどこでも」を旗頭に掲げ、「新たな利用分野の開拓」、「中性子源新設・解析技術の向上」、「人材育成」、「量子ビーム連携」を主要な推進方策として打ち出しました。今回の学術構想に参画することで、コミュニティの方針が明確になり、これまで各法人や施設で個別に議論されていた将来計画や産学連携が、より俯瞰的かつ中長期的な観点から議論されるようになりました。また、将来ビジョンを共有する議論を通じて、中性子コミュニティにおける施設間連携やユーザー施設連携が促進されるための基盤作りにも寄与しています。　
　今後は、バックキャストで策定された中長期研究戦略の実現に向けて、各推進方策で掲げられた具体的な施策（他コミュニティへのアプローチ、施設計画の連携、ダイバーシティ推進、ワンストップ窓口の設置など）を実行に移す必要があることから、コミュニティでの協業をさらに加速させるために、これらの提言を積極的に活用していくことが求められます。
		1.はい		1.はい		「未来の学術振興構想」の学術フォーラムでは、194件の提案を3つの分野と分野融合に編成した経緯と内容が詳しく話されました。この編成はコミュニティ間の連携と融合が促進される基盤となるため、日本の学術発展にとって画期的な取り組みであると評価いたします。具体例として、ビッグデータやAIの活用が全分野に広がっているとともに共通課題の存在が明確にされたこと、人文社会分野の動向が俯瞰的に示されたことで、今後、これらの分野と中性子科学分野との連携について検討を進めていきたいと考えます。また、これらの実現にあたっては研究者のみならず国民の理解も重要であることから、社会の声を拾い上げる場を継続的に設けるための広報戦略の強化を期待します。		中性子科学会で挙げた主要な推進方策は、他のコミュニティと共通することもあり、グランドビジョン内での横串連携が重要と考えています。例えば「グランドビジョン１６：量子ビームを用いた極限世界の解明と人類社会への貢献」内での量子ビーム連携です。そのために、より大局的なビジョンが早期に策定され、コミュニティ間連携を促進する連携プロジェクトの推進などが後押しされることを希望します。中性子科学会の具体的な連携先としては、中間子、放射光、陽電子、レーザーコミュニティなどを想定していますが、人文社会分野を含めた幅広い連携も今後重要になるものと思われます。		GV⑯, No.146「 中性子ビーム利用の中長期研究戦略」（日本中性子科学会）																31.はい		31.はい1.はい		31.はい		31.はい1.はい				31.はい		31.はい1.はい

		124		日本珪藻学会

齊藤 美穂(SAITO Miho): 協力学術研究団体の確認が取れなかったため、無効。		日本珪藻学会						4		大塚 泰介		オオツカ タイスケ		会長		ohtsuka-taisuke@biwahaku.jp		1.はい		2.いいえ		2.いいえ						2.いいえ																								41.はい		41.はい2.いいえ		42.いいえ						42.いいえ		

		125		日本中間子科学会		日本中間子科学会		電気電子工学　基礎生物学　情報学　総合工学　地球惑星科学　化学　物理学　史学　材料工学　数理科学		理学・工学 リガク コウガク		3		久保謙哉		クボケンヤ		会長		kkubo@icu.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		2.いいえ				1.はい		1.はい						GV⑯, No.144「２１世紀の量子プローブ「ミュオン」を用いた学際科学の新展開」（日本中間子科学会）																31.はい		31.はい1.はい		31.はい		31.はい2.いいえ				31.はい		31.はい1.はい

		126		日本ラテンアメリカ学会		日本ラテンアメリカ学会		地域研究		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		浦部浩之		ウラベヒロユキ		理事長		urabe@dokkyo.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		127		日本声楽発声学会		日本声楽発声学会		物理学　健康・生活科学　社会学　総合工学　薬学　史学　言語・文学　情報学　基礎医学　臨床医学　哲学　心理学・教育学　環境学		理学・工学 リガク コウガク		3		齊藤祐		サイトウ　ヒロシ		副会長　事務局長		blue_saitou1016@outlook.ne.jp		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		128		近代英語協会		近代英語協会		言語・文学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		秋葉　倫史		アキハ　トモフミ		事務局長		akiha.tomofumi@nihon-u.ac.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		129		一般社団法人　人文地理学会		人文地理学会		地域研究		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		矢野桂司		ヤノケイジ		会長		yano@lt.ritsumei.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ		地理学に関わって３つの提案があり、それらを人文地理学会として推進できるように検討したい。例えば、今後、本学会には、現在5つある研究部会のところで議論をお願いし、各部会の例会などで提案に即したテーマを企画いただくことなどが考えられる。また、関連する提案と関連付けて、学術大会などでシンポジウムなどを企画することを検討する。		1.はい		1.はい		前期の「未来の学術振興構想」の進め方や、どのようなものが構想され、グランドビジョンにまとめられたのかがよくわかった。
中長期的にこれらをどのように推進していくかについては、予算的な問題も含め議論が必要である。		個人的な考えですが、
第24期までのマスタープランと文部科学省学術研究の大型プロジェクトの関係が、第25期にはなくなったので、「未来の学術振興構想」の提案を広く社会に広報して、認知度を高め、提案ベースに、各省庁や企業や個人などが予算付けをできるような仕組みを構築する。																		11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				11.はい		11.はい1.はい

		130		日本線虫学会		日本線虫学会		環境学　基礎生物学　農学　統合生物学		理学・工学 リガク コウガク		3		酒井　啓充		サカイ　ヒロミチ		事務局長		shomu@senchug.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						32.いいえ		

		131		日本イェイツ協会		日本イェイツ協会		史学　言語・文学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		池田寛子		いけだひろこ		事務局長		hikedaster@gmail.com		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		132		日本中国学会		日本中国学会		史学　言語・文学　哲学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		市原靖久		イチハラヤスヒサ		事務局幹事		info@nippon-chugoku-gakkai.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								12.いいえ		12.いいえ		12.いいえ						12.いいえ		

		133		留学生教育学会		留学生教育学会		心理学・教育学　言語・文学　社会学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		仙石　祐		センゴク　ユウ		事務局長		office@jaise.site		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		134		日本発育発達学会		日本発育発達学会		健康・生活科学		生命科学 セイメイカガク		2		田中茂穂		タナカシゲホ		理事長		tanaka.shigeho@eiyo.ac.jp		2.いいえ		2.いいえ		2.いいえ						2.いいえ						いずれも、個人の意見です。
１）より広く周知できる方法を考えてほしい
２）科学論も必要では？																		22.いいえ		22.いいえ2.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		135		日本看護研究学会		日本看護研究学会		基礎医学　健康・生活科学　臨床医学		生命科学 セイメイカガク		2		安藤　詳子		アンドウ　ショウコ		副理事長		s.ando.t@ikc.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		136		日本認知心理学会		日本認知心理学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		梅田 聡		うめだ さとし		理事長		sa.umeda@keio.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						以下は，回答者個人の見解です．未来構想の協議を行う学術会議のメンバーの選定方法が不明瞭であり，学術会議で提案される意見が，その研究領域の代表的な意見とは食い違っています．グランドビジョンなどの重要な意見が，一部のメンバーの意見にならないために，どのようなメンバーの選定方法が望ましいか，しっかり議論すべきと思います．また，分野の考え方についても，もっと深く議論すべきと考えます．分野融合の「3分野すべて」の提案がこんなに多いのは，分野の区分の考え方が古いことを意味しているように思います．																		11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		137		電子スピンサイエンス学会		電子スピンサイエンス学会		基礎医学　基礎生物学　化学　薬学　物理学　食料科学　歯学　地球惑星科学　情報学　数理科学		生命科学 セイメイカガク		2		生駒　忠昭		イコマ　タダアキ		会長		ikoma@chem.sc.niigata-u.ac.jp		1.はい				2.いいえ		2.いいえ				1.はい		1.はい		「未来の学術振興構想2023年度版」位置づけがよく理解できた。電子スピンサイエンス学会は比較的新しい学協会であり、理学・工学分野及び生命科学分野の研究者から構成されている。今回提言されたグランドビジョンは、多様な研究者集団である当会の今後の活動にとって心強い後ろ盾となるであろう。		意?：機会を見つけて、「未来の学術振興構想2023年度版」を本会会員に紹介しようと考えている。本報告書の「まとめ」に述べられている通り、ここでまとめられた提案は、研究教育機関等における具体的施策や予算措置に活かされてこそ意味があるので、日本学術会議が政府に粘り強く働きかけて欲しい。																		21.はい		21.はい		22.いいえ		22.いいえ2.いいえ				21.はい		21.はい1.はい

		138		日本分類学会連合		日本分類学会連合		基礎生物学		生命科学 セイメイカガク		2		井手竜也		イデタツヤ		庶務		ide@kahaku.go.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								21.はい		21.はい2.いいえ		21.はい		21.はい2.いいえ				22.いいえ		

		139		考古学研究会		考古学研究会		史学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		高田健一・松本直子		タカタケンイチ・マツモトナオコ		代表委員		kouken@gf7.so-net.ne.jp		1.はい		1.はい		1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								11.はい		11.はい1.はい		11.はい		11.はい2.いいえ				12.いいえ		

		140		公益社団法人　日本表面真空学会		日本表面真空学会		物理学　化学　電気電子工学　機械工学　数理科学　材料工学		理学・工学 リガク コウガク		3		渡邉聡		ワタナベサトシ		会長		office@jvss.jp		1.はい		1.はい		1.はい		2.いいえ				1.はい		1.はい		提言を取りまとめる経緯、提言内容についての理解を深めることができたと共に、我が国の学術全般の現状についての危機感について認識を新たにし、提言を踏まえて今後について考えるよい契機となった。				GV⑭, No.124「 表面科学と真空技術のシナジー効果による次世代科学技術の推進」提案（日本表面真空学会）																31.はい		31.はい1.はい		31.はい		31.はい2.いいえ				31.はい		31.はい1.はい

		141		日本衛生学会		日本衛生学会		健康・生活科学　基礎医学　環境学　臨床医学　歯学　薬学		生命科学 セイメイカガク		2		亀井美登里		カメイミドリ		理事長		kamei@saitama-med.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						1.はい				大変充実した内容と存じました。今回ご提言を出された内容とともにその背景も理解させていただきました。有難うございます。		個人的な意見として、社会医学的な研究分野も入れていただけますと幸いです。																		22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						21.はい		

		142		紙パルプ技術協会		紙パルプ技術協会		農学　化学		生命科学 セイメイカガク		2		福井 照信		フクイ テルノブ		専務理事		fukui@japantappi.org		2.いいえ				2.いいえ						2.いいえ																								22.いいえ		22.いいえ		22.いいえ						22.いいえ		

		143		錯体化学会		錯体化学会		化学		理学・工学 リガク コウガク		3		秋根　茂久		アキネ　シゲヒサ		副会長		akine@se.kanazawa-u.ac.jp		2.いいえ				2.いいえ						1.はい		1.はい		提言の趣旨と内容の理解が深まった。																				32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						31.はい		31.はい1.はい

		144		植生学会		植生学会		環境学　農学　基礎生物学		理学・工学 リガク コウガク		3		黒田有寿茂		クロダアスモ		幹事長		kuroda@hitohaku.jp		2.いいえ				1.はい		2.いいえ				2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		145		日本史研究会		日本史研究会		史学		理学・工学 リガク コウガク		3		藤本仁文		フジモトヒトフミ		総務委員長		fujimoto@kpu.ac.jp		2.いいえ				1.はい		1.はい				2.いいえ																								32.いいえ		32.いいえ		31.はい		31.はい1.はい				32.いいえ		

		146		一般社団法人日本データベース学会		日本データベース学会		情報学		理学・工学 リガク コウガク		3		横田治夫		ヨコタハルオ		会長		dbsj-office@dbsj.org		2.いいえ				2.いいえ						1.はい		1.はい		今回の学術フォーラム「未来の学術振興構想－実現に向けて－」では、提言「未来の学術振興構想（2023 年版）」の内容に関する広い学術分野の取り組みを報告されていたが、全体を通して、我々日本データベース学会の学術研究の対象であるデータベースやデータ工学に関するグランドビジョンが多いという感触を持った。もとより、未来の学術振興において日本データベース学会の果たす役割は重要であるという認識でおり、未来の学術振興構想実現のために、要となる本学会に関する学術研究を発展させるように鋭意努力していきたいと考えている。		当学会の関係者の中で、「未来の学術振興構想」の策定に向けた「学術の中長期研究戦略」の公募が十分把握されておらず、応募することができなかった。また、提言「未来の学術振興構想（2023 年版）」も今回の学術フォーラムの開催案内及びアンケート調査まで認識できていなかった。当学会サイドの見落としの可能性もあるが、今後、複数回の案内等、学会に対する周知の工夫を頂きたい。また、提言自体のターゲットが誰に向けたものなのか、より明確にすることが望まれるように思われる。																		32.いいえ		32.いいえ		32.いいえ						31.はい		31.はい1.はい

		147		日本気象学会		日本気象学会		地球惑星科学		理学・工学 リガク コウガク		3		竹見哲也		タケミテツヤ		理事長		takemi@storm.dpri.kyoto-u.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		1.はい				2.いいえ								GV⑨⑫, No.65「 地球型惑星のデジタルツイン」（日本気象学会）、GV⑫, No.104「 有人・無人航空機による気候・地球システム科学研究の推進」（日本気象学会）																31.はい		31.はい1.はい		31.はい		31.はい1.はい				32.いいえ		

		148		日本昆虫学会		日本昆虫学会		環境学　農学　基礎生物学		理学・工学 リガク コウガク		3		井手竜也		イデタツヤ		庶務		ide@kahaku.go.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		2.いいえ				2.いいえ						日本昆虫学会の会長（代表理事）を務めております野村です。お示しいただいた「未来の学術振興構想（2023年版）」の中で、特にNo. 44 「国立沖縄自然史博物館の設立―」には大変注目して、動向を注視しております。個人的な意見ですが、特に実際の生物標本、資料に立脚した構想を実現しつつある点が、未来の日本における学術の展開を左右すると承知しております。より多くの専門家を巻き込んで、より多面的な存在感のある機関の実現を期待しております。																		31.はい		31.はい2.いいえ		31.はい		31.はい2.いいえ				32.いいえ		

		149		日本結晶学会		日本結晶学会		基礎医学　化学　材料工学　基礎生物学　物理学　農学　薬学　環境学		生命科学 セイメイカガク		2		杉本　邦久		スギモト　クニヒサ		庶務幹事		sugimoto@chem.kindai.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		2.いいえ				1.はい		1.はい		　中村道治氏、および、菱山氏から、この提言が誰に対するものかはっきりしないというご発言がありました。公募により、学術振興の「ビジョン」とその実現に必要な「学術研究構想」から成る「学術の中長期研究戦略」の提案募集があった段階では、諸般の状況に鑑みて「マスタープラン」に変わるものとして第25期は「学術の中長期研究戦略」をまとめるという説明が前面に出ており、提案者側としてはどのようなスタンスで提案をなすべきかが大変わかりにくかったという印象をもっています。「学術の中長期研究戦略」を考えることに意義はあることから、各組織で討議がなされ、提案をまとめたことは、意味があったと考えますが、政府や関係機関、広く社会に向けた提言を出すためのものであるとの趣旨が、募集段階で明確であれば、もう少し、違う形で各分野における意見集約がなされたと感じます。
　山口氏の「未来の学術振興構想 －研究力の視点から－」の内容は、「未来の学術構想」に期待することとして、重要な指摘が数多くなされており、日本学術会議が、早急にかつ真剣に取り組むべき課題と思います。		学・協会内からではなく、回答者個人の提案・意見ですが、今回出された提言は、リストアップ段階という性格が強く、今回の分類（グランドビジョンン）が適切かの検証を踏まえたうえで、グランドビジョンごとの提言へと深めることが、今回の提言を生かすことにつながるのではないでしょうか。
　渡辺 美代子氏からは、『「マスタープラン」が出されなかったので』という御発言がありました。
短期的視点の「マスタープラン」と、長期的視点の「未来の学術振興構想」の両立が必要ではないでしょうか。																		21.はい		21.はい1.はい		21.はい		21.はい2.いいえ				21.はい		21.はい1.はい

		150		一般社団法人 日本霊長類学会		日本霊長類学会		心理学・教育学　基礎生物学　統合生物学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		河村正二		カワムラショウジ		会長		kawamura@edu.k.u-tokyo.ac.jp		1.はい		1.はい		1.はい		2.いいえ				1.はい		1.はい		当学会からは「ヒトを理解する「知」を総合した霊長類学」の提案をさせていただき、グランドビジョンの２と７に含めていただきました。それらにおける当学会からの提案の位置づけについて理解が進むと同時に、他の提案やグランドビジョン全体についても理解が広がりました。ボトムアップを重視する姿勢に強く共感しました。また、とりまとめのご苦労を知り頭が下がりました。		個人の意見です。フォーラムの最終部で、政財界から方のご講演がありました。そのうちのお一方が、国民、国民と連呼され（私も国民なのだけどと思いながら）私は基礎学術の重要性についての認識のギャップを感じ、脱「選択と集中」への道のりは遠いと感じました。何の役に立つかわからない研究に国民が税金を喜んで使う国が民度の高い国なのだとノーベル生理学・医学賞を受賞したアーサー・コーンバーグさんはかつておっしゃいました。私にとってはイグノーベル賞の連続受賞こそ日本の学術に明るい未来を感じさせるかなり重要な根拠となっています。イグノーベル賞のような功績をもっと懸賞してもよいのではないかと感じています。
		GV②⑦, No.9「ヒトを理解する「知」を総合した霊長類学」（日本霊長類学会）																11.はい		11.はい1.はい		11.はい		11.はい2.いいえ				11.はい		11.はい1.はい

		151		日本科学教育学会		日本科学教育学会		心理学・教育学		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		1		隅田　学		スミダ　マナブ		会長		sumida.manabu.mm@ehime-u.ac.jp		1.はい		2.いいえ		1.はい		1.はい		日本科学教育学会は，1977年に，科学教育を一つの学際的科学として研究するために設立された学会であり，その設立趣意書の中において，自然科学の基礎や応用に関係する人々の他に，哲学，歴史，文学，芸術等の専門家との交流を図ることも謳われている。科学研究費補助金の小区分〔科学教育関連〕には，科学コミュニケーション，科学リテラシー，科学と社会，STEM教育もその内容の例に含まれている。今回発表された「学術の中長期研究戦略」の中で，一部において「人材育成」が含まれているが，人材育成は全てのグランドビジョンに係わる横断的テーマとして扱うべき重要なテーマであり，個別分野等の特性を踏まえつつ，それらを俯瞰しながら多様な背景の研究者が協働で研究を行い，学術的な根拠を踏まえてグランドビジョンを描く必要がある。その点で，「科学技術人材育成」に係わるグランドビジョンを追加することを提案するものであり，我が国の未来社会を中長期的に展望する点からも大きな意義がある。		1.はい		2.いいえ																						11.はい		11.はい2.いいえ		11.はい		11.はい1.はい				11.はい		11.はい2.いいえ

		152										4																																												4		4		4								

		153										4																																												4		4		4								

		154										4																																												4		4		4								

		155										4																																												4		4		4								

		156										4																																												4		4		4								

		157										4																																												4		4		4								

		158										4																																												4		4		4								

		159										4																																												4		4		4								

		160										4																																												4		4		4								

		161										4																																												4		4		4								

		162										4																																												4		4		4								

		163										4																																												4		4		4								

		164										4																																												4		4		4								

		165										4																																												4		4		4								

												4																																																								

												4																																																								

												4																																																								

												4																																																								

												4																																																								

								仮集計 カリシュウケイ 										仮集計 カリシュウケイ 

								人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		59								はい				48		17		59		12				29		13		はい

								生命科学 セイメイ カガク		49										人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		14		3		23		2				8		5

								理学・工学 リガク コウガク		41										生命科学 セイメイカガク		18		6		16		4				9		3

										149										理学・工学 リガク コウガク		16		8		20		6				12		5

																		いいえ				100		28		89		46				119		1		いいえ

																				人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク		44		11		35		21				50		1

																				生命科学 セイメイカガク		31		10		33		11				40		0

																				理学・工学 リガク コウガク		25		7		21		14				29		0

																		その他（はい・いいえ、未回答等） タ ミ カイトウ トウ				1		3		1		1				1		5		よくわからない

																		合計 ゴウケイ				149		48		149		59				149		0		人文・社会科学 ジンブン シャカイカガク

																																		2		生命科学 セイメイカガク

																																		3		理学・工学 リガク コウガク

																																		10		その他 タ

																																		29





未来2023提案者一覧

		学協会 ガク キョウカイ		氏名		生年月（※若手研究者が提案者となる場合に限り記入してください。）		年齢（令和5年3月31日時点）（※若手研究者が提案者となる場合に限り記入してください。）（※産前・産後休業、育児休業を取得した日数を加算する場合は、その日数も記入してください。） 		所属機関・部局又は学協会名		所属機関・部局又は学協会名		役職		日本学術会議の所属

		○		岡田　誠						日本地質学会		日本地質学会		会長		所属していない				1

		○		山本　衛						地球電磁気・地球惑星圏学会		地球電磁気・地球惑星圏学会		会長		所属していない				0

		○		中川　尚史						日本霊長類学会		日本霊長類学会		会長		所属していない（連携会員（特任）） ショゾク トクニン				0

		○		佐藤　薫						公益財団法人　日本気象学会		日本気象学会		理事長 東京大学理学系研究科 教授		連携会員				0

		○		秋田　調						公益社団法人　低温工学・超電導学会		低温工学・超電導学会		代表理事・会長		所属していない				0

		○		佐藤　薫						公益社団法人日本気象学会		日本気象学会		理事長・東京大学大学院理学系研究科 教授		連携会員				0

		○		山本　康次郎						一般社団法人　日本医療薬学会		日本医療薬学会		会頭		所属していない				0

		○		久保　謙哉						日本中間子科学会		日本中間子科学会		会長		所属していない				0

		○		福谷　克之						公益社団法人 日本表面真空学会		日本表面真空学会		会長		所属していない				0

		○		秋葉　博						一般社団法人日本応用数理学会		日本応用数理学会		会長		所属していない				0

		○		加倉井　和久						日本中性子科学会		日本中性子科学会		会長		所属していない				0

		○		加藤　鎌司						一般社団法人　日本育種学会		日本育種学会		会長		所属していない				0

		○		神田　穣太						日本海洋学会		日本海洋学会		会長		所属していない（連携会員（特任）） ショゾク トクニン				0

		○		西嶋　渉						公益社団法人日本水環境学会		日本水環境学会		会長		所属していない				0
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